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自然・人・産業の和で築く安心のまち

市 報

お も な 内 容お も な 内 容

●問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索

市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/
市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

日にち 行事名・時間・会場など

5●土

■ 時　間　9：30～15：30
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 10月21日（月）　10：30～
　支援講座「入園に向けて」講師：子育て支援センター長

「親子での遊び」「子育ての仲間同
士の情報交換」「育児相談」などに
ご利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７３－６８２２

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 10月17日（木）　10：30～
　支援講座「入園に向けて」講師：子育て支援センター長

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの方も利用できます

● 10月16日（水）　10：30～
　支援講座「入園に向けて」講師：子育て支援センター長
※どの会場にも参加できます。※予約は不要です。
※保険料として1人10円をお願いします。

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

10月5日～20日
ウェブサイト版

●人口 60,256人（先月比 －43）
●男 29,491人（先月比－26）●女 30,765人（先月比 －17）
●世帯数 19,553戸（先月比 －8）

市民の動き
（平成25年8月末日現在）

10月11日（金）　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター
10月21日（月）　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕
10月23日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660

●各課からのお知らせ…………………2
●市長の一言日記………………………3
●まなびのひろば………………………13
●けんこうひろば………………………18
●掲示板…………………………………21
●ニュースプラザ………………………27

●各課からのお知らせ…………………2
●市長の一言日記………………………3
●まなびのひろば………………………13
●けんこうひろば………………………18
●掲示板…………………………………21
●ニュースプラザ………………………27

　晴れた日は、とても過ごしやすく、気持ちのよい季節となりまし
た。この時期は、スポーツや文化など、さまざまなイベントが開催
されます。私事ですが、４月に市報担当となってから、いろんなイ
ベントなどに取材に行かせてもらいました。大会の役員などで従事
している時とは違い、細部まで見ることができ、今まで気づかなか
ったことや新たな発見があり、とても新鮮な気持を持てました。
　肌寒くなる前のこのよい季節に、皆さんもいろんなイベントにぜ
ひお出かけください。
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救急医療当番

編　集　後　記

◎休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
土曜の12:00～翌朝6:00と日曜・祝日の
6:00～翌朝6:00は、齋藤記念病院
☎773-5111で診療しています。
★市消防本部のテレホンガイド☎782-1991でも、
　その週の当番を確認することができます。
　（変更する場合があります。確認してからご利用ください。）
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃っているので、
夜間より適切な治療が行えます。できるだけ通常の診療時間内に受診し
ましょう。また、「かかりつけ医」を持ちましょう。かかりつけ医を持つと継
続して日常的な医療アドバイスを受けることができます。手術などで総
合病院の受診が必要になっても紹介状によりスムーズに受診できます。

※必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください

今月の表紙
　大原運動公園野球場建設現場。見学の最後に元気よくポーズを
決め、日本に９台しかないクレーン車と記念撮影。

超大型クレーン車と記念撮影!
～中之島小学校2年生の皆さん～

超大型クレーン車と記念撮影!
～中之島小学校2年生の皆さん～

読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館
青少年育成南魚沼市民会議
親子映画鑑賞会「おおかみこどもの雨と雪」
第1回目上映10：00～
第2回目上映13：30～
市民会館多目的ホール

12●土
心豊かな子育て教室「合同学級」
10：00～11：30　二日町体育館
大巻地区第２回「そだち学級」
10：00～11：20　大巻地域開発センター

11●金 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

13●日 城内地区第２回「そだち学級」
10：00～11：30　城内地域開発センター

25●金 第10回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階旧議場

31●木 市・県民税３期、国民健康保険税５期
納期限

中之島診療所内科

外科

13：30～16：00 782－0130
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

ゆきぐに大和病院 777－2111

米倉医院内科

外科

13：30～16：00 778－1121
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 六日町病院 77２－7111

六日町病院 77２－7111

風間内科医院内科

外科

13：30～16：00 ７82－6688
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 六日町病院 77２－7111

六日町病院 77２－7111

19日
 （土）

5日
 （土）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 773－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 77２－7111

6日
 （日）

12日
 （土）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 773－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 77２－7111

20日
 （日）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 773－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

14日
 （月・祝）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 773－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

13日
 （日）

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科



五日町駅

石打駅

八色駅

上越国際スキー場前駅

南魚沼市役所大和庁舎

大和S.I.C

魚沼丘陵駅

南魚沼市

ほくほく線

上越新幹線

上越線

関越自動車道浦佐駅

六日町I.C

南魚沼市役所本庁舎 六日町駅

塩沢駅
南魚沼市役所塩沢庁舎

塩沢石打I.C

大崎地区地域づくり協議会

大崎地域はこんな所です！

【基礎事業】共同作業状況

【交流事業】小学生と雪椿の里との交流会

【花いっぱい事業】大崎保育園での花植え作業

　大崎地区地域づくり協議会は、平成19年のモデル事業で発足し、今年で7年目となります。
　監事・顧問を含めた役員12人と各行政区から選出された評議員26人で構成されています。
地域住民の要望などをできる限り実現させ、整備事業・安全環境事業・広報事業などの活動を積
極的に進め、地域の活性化と明るい地域づくりを目指しています。

◇拠点施設の大崎農業会館は昭和55年に建設され、大崎菜
　の集荷場として利用されています。
◇大崎菜は八海山の湧き水で栽培されています。その名水「滝
　やの清水」をくむために地区外からも大勢の人が訪れていま
　す。
◇八海山の麓にある大崎ダム公園は、春になると桜の花ととも
　に、手作り鯉のぼりがダム湖の上を優雅に泳いでいます。
◇秋の火渡り大祭には、県内外から大勢の人が訪れ、火渡りな
　どの行事を堪能しています。
◇昭和57年に大崎地区に国際大学が設置されてからは、各集
　落でも国際大学との交流が行われていて、今後もますます
　交流が深まっていくことが期待されます。

7
シリーズ

～大崎地区地域づくり協議会～

地
域コ

ミュニ
ティ活性化事業 『地域の活性化と明るいまちづくり』

　を目指しています
地域づくり協議

会の活動をシリ
ーズで紹介しま

す

第7回は「大崎
地区地域づくり

協議会」です

大崎地区地域づくり協議会
拠点施設（事務局）：大崎地区センター
　大崎4178-2（大崎農業会館内）
開館時間：８時３０分～１７時１５分
☎７☎７☎７☎７☎７☎７☎７☎７☎７☎７☎☎７☎７☎７☎７☎７☎☎７☎７７７☎☎ ７９７９７９７９７９７９７９７９７９７９７９７９７９７９７９７９９７９７９９７７７９９７７ －２－２－－２－２－２－２－２－２－２－２－２－２－２－２２－２－２２－２２２２２－２７６７６７６７６７６７６７６７６７６７６７６６７６７６７７６７６７６７７６６６１１１１ X.X.X.X.X.X.X.X.XX.X.XX.X.XX.X.XXXX.XXXXX.７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７ ９－９－９－９－９－９－９－９－９－９－９－９－９－９－９－９－９－９９－９－９－９９９－９－９９９９ ２７２７２７２７２７２７２７２７２７２７２７２２７２７２７２７２２７２７２７２７２２２７７２７２７２７２２２ ９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３３９３９３９３３３３３３３３６１　FAX

取組みの主な内容の紹介
●　市で対応できない小規模な修繕などを行う基
　礎事業に取り組んでいます。
●　大崎地区内に色とりどりの花1,700鉢を植
　えました。
●　小学生が描いた交通安全ポスターの立て看
　板とのぼり旗を設置しました。
●　かんたんテントの貸し出しを行い、地域行事
　を支援しています。
●　小学生と「特別養護老人ホーム雪椿の里」と
　の交流を支援しています。
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フランス共和国
（公用語） フランス語
（首　都） パリ
（面　積） 632,759㎢（43位）
（人　口） 62，780，000人（20位）
（ＧＤＰ（ＰＰＰ）） 2兆2,525億ドル（8位）
（通　貨） ユーロ（EUR）
＊ＧＤＰは国内総生産のことで購買力平
　価説（ＰＰＰ）により算出した数値です

国際大学留学生 お国自慢コーナー
～ｂｏａｓｔ ｏｆ ｍｙ ｃｏｕｎｔｒｙ～

「フランス」
ホーズマン，サミュエルさん

シリーズ

第6回

【私の国はこんなところ】
　フランスは、建築や芸術はもちろん、食べ物もとても素晴らしい国
です。各地にそれぞれ有名な料理とワインがあります。パリに行けば
フランス各地のワインと食べ物を、手ごろな価格で楽しむことができ
ます。
　オペラ座の近くのラヴィニア（LAVINIA）は、驚きのレストランです。
ここを訪れれば、世界中の5,000種類以上のワインを卸値で買うことがで
きます。そしておいしいボルドー・シューペリュール（Bordeaux 
Superieur）のボトルとフランスのチーズの大皿を、友人とともにたった
1,000円で楽しむこともできるのです。

【南魚沼市に住んで感じた事】
　南魚沼市は、とても日本的で、暖かな歓迎があふれている驚きの場
所です。
　授業の後に、「八海山麓スキー場」でスノーボードをし、「北の宿」
でお好み焼きを食べて、最後に「くるみ」で地元の人たちと話をしたり、
歌を歌うことが私の一番の楽しみです。

市
長
の

消
防
団
活
動…
そ
の
祟
高
な
る

精
神
を
思
う
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※各表の数値は端数調整をしているため、実額によって計算する合計額や割合などと完全には一致しない場合が
　あります。詳しい内容は、財政課まで問い合わせください
　また、各会計の決算書は財政課（本庁舎）、南魚沼市図書館、大和公民館図書室、塩沢公民館図書室で閲覧で
　きます。気軽にご覧ください

平成２４年度　決算報告
～南魚沼市の平成24年度決算が、市議会で認定されました～　

【問合せ】財政課 財政係  ☎77３一６６7１

　決算のポイント
　平成24年度の一般会計決算は、翌年度への繰越財源を除いた実質収支額で8億6,541万円の黒字とな
りました。前年度からの実質収支額（純繰越金）7億2,110万円と、財政調整基金の減少額1億6,439万
円を差し引いた実質単年度収支額では2,008万円の赤字となりましたが、前年度比では6,838万円改善
しました。
　歳入は、合併関連事業のために借りることのできる合併特例債の発行額が伸びたことなどから、市
債全体で前年度比約12億円の増となったほか、市税や前年度繰越金の増などから、総額360億1,685万
円となりました。
　歳出は、特別支援学校建設事業などから教育費が約10億円の増となったほか、新潟・福島豪雨災害
復旧事業や災害に伴う関連事業の増などもあり、災害復旧費と農林水産業費がそれぞれ1億円以上の増
となりました。また、合併振興基金への積立による総務費の伸びなどもあり、総額350億1,609万円で、
過去最高であった前年度をさらに上回る規模となりました。
　平成24年度の主な事業
（１）魚沼地域の医療体制の確立に向けて、地域医療連携ネットワークの構築に取り組むとともに、新
　　　市立病院建設の実施設計に着手しました。
（２）薮神小学校大規模改造工事、六日町中学校耐震補強工事、塩沢中学校グラウンド改修工事ほか、
　　　小・中学校の施設改修、整備を進めました。
（３）特別支援学校建設事業として、校舎棟の改修、体育館の建設工事を行い、市立総合支援学校を開
　　　校しました。
（４）図書館整備（２か年継続事業）、大原運動公園整備（３か年継続事業）の初年度事業を進め、建設
　　　工事に着手しました。
（５）豪雨災害による被災箇所（道路、河川、農地、農業用施設、林道ほか）の復旧工事を進めました。

企業会計の決算規模

一般会計と特別会計の決算規模

決 算 の 概 要

会　計　名 歳　入 歳　出

水道事業会計 収　入 支　出
収 益 的 収 支 23億　114万円 19億3,911万円
資 本 的 収 支 5億2,232万円 18億1,967万円

病院事業会計 収　入 支　出
収 益 的 収 支 37億6,141万円 37億6,138万円
資 本 的 収 支 2億7,994万円 3億3,362万円

差引残額
一 般 会 計 360億1,685万円 350億1,609万円 10億　   76万円

計 539億1,610万円 524億8,787万円 14億2,823万円

国民健康保険 61億9,238万円 59億7,439万円 2億1,799万円
介護保険 57億2,414万円 55億8,726万円 1億3,688万円
後期高齢者医療 4億7,391万円 4億6,609万円 782万円
城内診療所 4億4,617万円 4億2,459万円 2,158万円
下水道 50億6,265万円 50億1,945万円 4,320万円

特 

別 

会 

計
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主な基金の残高（平成25年5月末現在）

一般会計決算の状況

科　　目 平成24年度（A） 平成23年度（B） 増　減（A－B） A÷人口 ※
地 方 交 付 税 109億4,012万円

財 政 調 整 基 金 22億4,268万円
合 併 振 興 基 金 37億7,280万円
ふ る さ と 基 金 4億　　　　円

市の財産（平成24年度末現在）
土 地 1,691万9,270㎡
建 物 32万7,748㎡
有 価 証 券 4億　100万円

市債の残高（平成24年度末現在）
一 般 会 計 409億4,036万円
下 水 道 特 別 会 計 322億6,920万円
水 道 事 業 会 計 139億1,038万円
病 院 事 業 会 計 5億7,355万円

合　　計 876億9,349万円

減 債 基 金 1,734万円
国民健康保険支払準備基金 1億1,623万円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 2億2,098万円
公 共 下 水 道 建 設 基 金 6,000万円
そ の 他 4億　861万円

合　　計 72億3,864万円

112億　318万円 △2億6,306万円 180,631円
市 税 76億3,391万円 75億3,219万円 1億　172万円 126,043円
市 債 61億2,950万円 48億9,400万円 12億3,550万円 101,204円
国 庫 支 出 金 29億4,302万円 30億　987万円 △6,685万円 48,592円
県 支 出 金 27億9,935万円 27億8,722万円 1,213万円 46,220円
諸 収 入 15億5,770万円 15億7,548万円 △1,778万円 25,719円
繰 越 金 9億8,663万円 8億　349万円 1億8,314万円 16,290円
繰 入 金 6億2,175万円 8億2,204万円 △2億　　29万円 10,266円
分担金及び負担金 5億4,775万円 5億4,040万円 735万円 9,044円
使用料及び手数料 5億3,591万円 5億5,771万円 △2,180万円 8,848円
そ の 他 13億2,121万円 13億　278万円 1,843万円 21,814円
合　　計 360億1,685万円 350億2,836万円 9億8,849万円 594,671円

歳　　入

科　　目 平成24年度（A） 平成23年度（B） 増　減（A－B） A÷人口 ※
総 務 費 85億5,365万円 73億5,251万円 12億　114万円 141,229円
民 生 費 68億5,627万円 71億2,241万円 △2億6,614万円 113,203円
土 木 費 39億1,455万円 39億7,805万円 △6,350万円 64,633円
公 債 費 38億5,944万円 39億7,493万円 △1億1,549万円 63,723円
教 育 費 36億1,283万円 26億　　47万円 10億1,236万円 59,651円
衛 生 費 31億　307万円 34億2,756万円 △3億2,449万円 51,235円
災 害 復 旧 費 25億4,272万円 24億3,219万円 1億1,053万円 41,983円
農 林 水 産 業 費 11億1,032万円 9億6,285万円 1億4,747万円 18,332円
商 工 費 5億　414万円 9億　476万円 △4億　　62万円 8,324円
消 防 費 4億9,509万円 8億6,432万円 △3億6,923万円 8,174円
そ の 他 4億6,401万円 4億2,168万円 4,233万円 7,661円
合　　計 350億1,609万円 340億4,173万円 9億7,436万円 578,148円

歳　　出

※平成24年度末（平成25年3月31日現在）の住民基本台帳人口60,566人で計算しています
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※全国市町村の普通会計決算状況について、統一的な方法により行われる調査。普通会計として一般会計と城内
　診療所特別会計を合わせた額で調査しています

歳出項目の説明
総 務 費
民 生 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

災害復旧費

農林水産業費
商 工 費
消 防 費
そ の 他

：市の全般的な管理事務などの経費
：社会福祉､老人福祉､児童福祉など
　の経費
：道路･河川の改良､維持管理や除雪
　などの経費
：市の借入金である市債の元金や利
　子などの返済金
：小・中学校の管理運営、生涯学習・
　生涯スポーツ事業などの経費
：健康増進、疾病予防や環境美化、
　ごみ処理などの経費
：災害によって被害をうけた農林、
　土木、公共施設の復旧にかかる経
　費
：農業の振興や土地改良などの経費
：商工業の振興や観光事業の経費
：消防、防災対策などの経費
：議会運営､雇用対策などの経費

歳入項目の説明
地方交付税

市 税

市 債
国庫支出金
・県支出金 

諸 収 入

繰 越 金
繰 入 金

分 担 金
・負 担 金

使 用 料
・手 数 料
そ の 他

：所得税など国が徴収した税金の一
　定割合が、市の財政規模に応じて
　交付されるもの
：皆さんから市に納めていただいた
　税金
：国や金融機関からの借入金
：特定の事業に対して、国（あるは県）
　から使いみちを指定して交付され
　るもの 
：各種預託金・貸付金元金収入、給
　食費実費徴収金、広域行政受託事
　業収入など
：前年の剰余金
：一般会計と各種基金や特別会計と
　の間で行う資金運用によって繰り
　入れられるもの
：特定の事業によって利益を受ける
　人や団体から事業費の一部を負担
　してもらうもの
：各種施設の利用などにかかる使用
　料や手数料
：地方譲与税、地方消費税交付金、
　財産収入、自動車取得税交付金、
　地方特例交付金、寄付金など

主な財政指標（平成24年度地方財政状況調査による値…※）
項　　目 数　　値 説　　明

標準財政規模 192億7,394万円

財 政 力 指 数 0.440

経常収支比率 90.8％

地方公共団体で標準的に収入が見込まれる一般財源の規模

実 質 収 支 8億8,700万円 歳入総額と歳出総額の差額から翌年度に繰り越すべき財源を引いた額 
実質収支比率 4.6％ 実質収支の標準財政規模に対する割合 

地方公共団体の財政力の強弱を示す指標（平成22～24年度の３か年平均）
※この数値が１以上の団体は、普通交付税の不交付団体となります

毎年度義務的・経常的に支出される経費（人件費、扶助費、公債費など：
経常的経費）が、使いみちが特定されずに経常的に収入される一般財源
の額（市税や普通交付税など：経常一般財源）に占める割合
※この比率が高いほど財政構造の硬直化が進んでいることを表します

一般会計　歳入　合計　360億1,685万円 一般会計　歳出　合計　350億1,609万円
分担金及び負担金
1.5％
5億4,775万円
使用及び手数料
1.5％
5億3,591万円
その他
3.7％
13億2,121万円

市税
21.2％

76億3,391万円

市税
21.2％

76億3,391万円

市債
17.0％
61億2,950万円

地方交付税
30.4％

109億4,012万円

地方交付税
30.4％

109億4,012万円

国庫支出金
8.2％
29億4,302万円

県支出金
7.8％
27億9,935万円

諸収入
4.3％
15億5,770万円

繰越金
2.7％
9億8,663万円

繰入金
1.7％
6億2,175万円

消防費
1.4％
4億9,509万円
その他
1.3％
4億6,401万円

民生費
19.6％

68億5,627万円

民生費
19.6％

68億5,627万円

公債費
11.0％
38億5,944万円

総務費
24.4％

85億5,365万円

総務費
24.4％

85億5,365万円

教育費
10.3％
36億1,283万円

衛生費
8.9％
31億307万円

災害復旧費
7.3％
25億4,272万円

農林水産業費
3.2％
11億1,032万円

商工費
1.4％
5億414万円

土木費
11.2％
39億1,455万円
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※実質赤字比率・連結実質赤字比率は黒字のため「－」で表示しています
●資金不足比率…公営企業の事業規模に対する資金の不足額の比率を示す指標です
　　　　　　　　水道事業会計、病院事業会計、下水道特別会計の全会計において、昨年度に引き続き
　　　　　　　　いずれも資金不足は生じておらず、経営健全化基準（20.0％）を下回っています

平成２４年度決算に基づく健全化判断比率など
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成24年度決算に基づく健全化判断比率と公営
企業会計の資金不足比率を算定し、９月定例会に報告しました。いずれも早期健全化基準を下回っています。

目的税の使途状況　
入湯税　平成24年度収入額：3,722万円

※地方税の中で、一定の政策目的を達成するために使途を限定し、課税するものを目的税といいます
入　湯　税…環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、消防施設などの整備や観光振興に要する費用に充てるため、
　　　　　　入湯客に対して課税されます。
都市計画税…都市計画事業、土地区画整理事業に要する費用に充てるため、都市計画区域の指定区域内に所在す
　　　　　　る土地・家屋に課税されます。

都市計画税　平成24年度収入額：6,989万円
事業区分
内　容

都市計画事業（街路新設改良、公園整備事業など）
借入金の元利償還金

公共下水道整備事業借入金の元利償還金に充てる
ために、一般会計が負担する下水道特別会計への
繰出金

都 市 計 画 事 業
街路新設改良事業

350万円 17万円

都市計画事業債償還費 1億2,209万円 3,050万円

下水道特別会計繰出金 21億2,218万円 3,922万円

事業費 都市計画税
充当額

事業区分
内　容

消防庁舎、消火栓、耐震性貯水槽、消防団小型動
力ポンプなどの整備

環境衛生設備の整備
ごみ処理施設整備事業借入金の元利償還金

観光交流拠点（道の駅南魚沼）の整備

3億6,769万円 2,118万円

消防施設などの整備 1億7,683万円 1,019万円

観光協会運営費、雪まつり、グルメイベントなどへの
補助や観光ＰＲ業務の実施

観 光 振 興 8,493万円 489万円

観光施設の整備 1,658万円 96万円

事業費 入湯税
充当額

健全化判断比率
※いずれも標準財政規模

に対する比率

平成
24年度
決算

平成
23年度
決算

比較
早期
健全化
基準

財政
再生
基準

説　明

実質赤字比率
一般会計等の実質赤字

の比率
－ － － 12.53 20.00

黒字か赤字かを判断する指標
で、家計でいえば年収に占める年
間赤字の割合を示したものです

連結実質赤字比率
全会計を対象とした実
質赤字の比率

－ － － 17.53 30.00
実質赤字比率を特別会計・企業
会計を含めた全会計に適用した
ものです

実質公債費比率（３か年平均）
一般会計等が負担する元利
償還金・準元利償還金の比率

17.5 19.1 △1.6 25.0 35.0
　年収に占める年間の借金返済額
の割合を示したものです

将来負担比率
一般会計等が将来負担す
べき実質的な負債の比率

159.9 158.1 1.8 350.0
将来にわたって負担する負債が、
年収の何年分に相当するかを示
した割合です

●健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

(　　　　　　　)

(　　　　　　　)

(　　　　　　　)

(　　　　　　　)

7 市報 みなみ魚沼　平成25年10月1日発行



◆
投
票
日
と
時
間

投
票
日　

10
月
20
日
（
日
）

時　

間　

午
前
７
時
〜
午
後
6
時

　　

投
票
は
、
全
て
の
投
票
所
で
投
票
終
了

時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

左
記
の
投
票
所
で
は
、
さ
ら
に
投
票
終
了

時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
人

　

平
成
５
年
10
月
21
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
25
年
７
月
12
日
以
前
（
住
民

登
録
の
届
出
を
行
っ
た
日
）
か
ら
南
魚
沼

市
に
住
所
が
あ
る
人

◆
投
票
所

　

投
票
日
当
日
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
投
票
所
で
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
で
き
ま
す

が
、
名
簿
照
合
や
入
場
券
の
再
発
行
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
入
場
券
は
10
月
12
日
（
土
）
以

降
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
１
通
で
６
人

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ミ
シ
ン
目
で
切
り

離
し
、
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
入

場
券
が
届
か
な
い
場
合
な
ど
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所

へ
行
け
な
い
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。

期　

間　

10
月
14
日
（
月
）
〜

　
　
　
　

10
月
19
日
（
土
）

時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

会　

場　

南
魚
沼
市
役
所
の
次
の
場
所
で

投
票
で
き
ま
す
。

　

本
庁
舎
２
階　
　

２
０
１
会
議
室

　

大
和
庁
舎
１
階　

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
室

　

塩
沢
庁
舎
１
階　

大
会
議
室

※
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

◆
不
在
者
投
票

●　
市
外
の
滞
在
先
で
行
う
投
票

　

仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
中
の
人
は
、

次
の
方
法
で
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
南
魚
沼
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

②
滞
在
先
の
住
所
に
郵
便
で
投
票
用
紙
な

ど
が
届
き
ま
す
。

③
投
票
用
紙
な
ど
を
滞
在
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
持
参
し
ま
す
。

④
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
管
理
の

も
と
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
投
票
用
紙
な
ど
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
南
魚
沼
市
選
挙
管
理
委

員
会
へ
郵
送
さ
れ
ま
す
。

⑥
郵
送
さ
れ
た
投
票
用
紙
な
ど
は
、
投
票

日
当
日
、
投
票
所
へ
送
致
さ
れ
、
投
票

箱
に
入
れ
ま
す
。

※
不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
当
日
、
投
票

所
が
閉
じ
る
ま
で
に
届
か
な
い
と
無
効

と
な
り
ま
す
。
郵
送
期
間
を
考
慮
し
、

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

●　
指
定
病
院
（
施
設
）
で
の
投
票

　

指
定
病
院
（
施
設
）
に
入
院
（
入
所
）

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
（
施
設
管

理
者
）
な
ど
に
申
し
出
る
と
、
本
人
に
代

わ
り
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
手
続
を
し
て

く
れ
ま
す
。

●　
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票

　

体
の
不
自
由
な
人
で
、
次
に
該
当
す
る

人
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
、
郵
便
な
ど
に
よ
り
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
…
両
下
肢
・
体
幹
・

移
動
機
能
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
、

ま
た
は
２
級
の
人
。
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
・
直
腸
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
の

障
が
い
の
程
度
が
１
級
、
ま
た
は
３
級

の
人
。
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人

・
戦
傷
病
者
手
帳
…
両
下
肢
、
体
幹
の
障

が
い
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
ま
で
の
人
。
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸

器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓

の
障
が
い
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症
ま
で
の
人

・「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
の
要
介
護

状
態
区
分
が
「
要
介
護
度
５
」
の
人

（
変
更
前
）　

大
崎
農
業
会
館

（
変
更
後
）　
大
崎
保
育
園

◆
今
回
変
更
と
な
る
投
票
所

第
9
投
票
区

※

投
票
区　

上
一
・
上
二
・
平
沢
・

　

原
小
路
・
寺
中
・
横
・
下
一
・
下
二

投票終了時間を
さらに繰り上げる投票所

投票所 終了時間
第12投票区
辻又多目的センター 午後4時

第13投票区
後山小学校 午後5時

第41投票区
清水ふれあい会館 午後5時

南
魚
沼
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

南
魚
沼
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

〜
10
月
20
日（
日
）投
票
日
〜

【
問
合
せ
】
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
７
７
３

－

６
４
３
４

市
政
に
あ
な
た
の
１
票
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シリーズQ.A.

Q.A.

【
代
理
記
載
制
度
】

　

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
代
理
記
載
に

よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。（
事
前
に
代
理

記
載
者
の
届
け
出
が
必
要
で
す
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
…
上
肢
、
ま
た
は
視

覚
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
の
人

・
戦
傷
病
者
手
帳
…
上
肢
、
ま
た
は
視
覚

の
障
が
い
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

２
項
症
ま
で
の
人

※「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
は
、
投
票
用
紙
を
投
票
日

の
４
日
前
（
10
月
16
日
（
水
）
必
着
）

ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
該
当
の
手
帳
な
ど
を
添
え
て
、
早
め

に
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

◆
開
票

期　

日　

10
月
20
日
（
日
）

時　

間　

午
後
７
時
〜
（
予
定
）

会　

場　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

参
観
人　

会
場
の
都
合
で
70
人
と
し
ま

す
。

※
南
魚
沼
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
が
、
参
観
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
投
票
終
了
後
の
午
後
６
時
か
ら

６
時
30
分
ま
で
受
付
を
行
い
、
希
望
者

多
数
の
場
合
は
「
く
じ
」
に
よ
り
決
め

ま
す

　

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

　

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
①
　

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
は
？

【
問
合
せ
】

　

・
市
民
課　

☎
７
7
3

－

6
６
6
1

　

・
保
健
課　

☎
７
7
3

－

6
8
1
1

　

・
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
７
7
3

－

6
8
2
2

　　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
は
、
本
当
に
喜
ば
し

い
も
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
あ
り

ま
す
。忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

最
初
に
ど
ん
な
手
続
き
を
す
れ
ば
い

い
の
？

出
産
し
た
医
療
機
関
か
ら
も
ら
っ
た

「
出
生
届
（
右
側
は
出
生
証
明
書
）」
と

印
鑑
、
母
子
手
帳
を
持
っ
て
、
出
生
届

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

出
生
届
…
　
市
民
課

出
生
し
た
日
を
含
め
て
14
日
以
内
に

父
親
、
ま
た
は
母
親
が
届
け
出
く
だ
さ

い
。（
14
日
目
が
土
日
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
休
日
の
翌
日
ま
で
）

母
子
手
帳
に
赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
を
証

明
し
ま
す
。

※
印
鑑
、
母
子
手
帳
が
必
要

ど
ん
な
助
成
や
補
助
が
あ
る
の
？

出
産
育
児
一
時
金
、妊
産
婦
医
療
費
、

子
ど
も
の
医
療
費
、
出
産
祝
、
児
童
手

当
、
新
生
児
・
産
婦
訪
問
な
ど
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
各
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

出
産
育
児
一
時
金
…
　
市
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
健
康
保
険
者

母
親
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か

ら
、
赤
ち
ゃ
ん
1
人
当
た
り
42
万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
機
関

に
支
払
う
分
娩
費
用
と
差
引
し
ま
す
の

で
、
分
娩
費
用
が
42
万
円
以
上
の
場
合

は
、
分
娩
者
が
超
過
分
を
医
療
機
関
へ

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
42
万
円
未

満
の
場
合
は
、
申
請
を
す
る
こ
と
で
、

差
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
各
健
康
保
険

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

海
外
出
産
や
分
娩
費
用
を
全
額
自
己

負
担
し
た
場
合
は
、
各
健
康
保
険
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
産
婦
医
療
費
…
　
子
育
て
支
援
課

出
産
月
の
翌
月
末
ま
で
、
保
険
適
用

分
は
全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
母
親
の
保
険
証
・
口
座
番
号
・
医
療
費

　

の
領
収
書
・
印
鑑
が
必
要

子
ど
も
の
医
療
費
…
　
子
育
て
支
援
課

入
院
・
通
院
と
も
に
、
０
歳
か
ら
５

歳
の
誕
生
月
ま
で
、
保
険
適
用
分
は
無

料
と
な
り
ま
す
。

５
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
１
日
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
は
、
一
部
自
己
負
担
が

　

あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
が
入
る
予
定
の
保
険
証
・
印
鑑

　

が
必
要

出
産
祝
…
　
子
育
て
支
援
課

赤
ち
ゃ
ん
の
紙
お
む
つ
用
に
「
エ
チ

ケ
ッ
ト
袋
（
可
燃
ご
み
の
指
定
袋
）」

と
保
育
園
一
時
預
か
り
利
用
無
料
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。

※
印
鑑
が
必
要

児
童
手
当
…
　
子
育
て
支
援
課

対
象
は
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
で
す
。
原
則
と
し
て
、
申
請
日

の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。２
・

６
・
10
月
に
、
前
月
ま
で
の
４
か
月
分

を
支
給
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
年
齢
や

出
生
順
に
応
じ
て
受
給
額
は
変
わ
り
ま

す
。

※
申
請
者
の
保
険
証
・
口
座
番
号
・
印
鑑

　

が
必
要

新
生
児
・
産
婦
訪
問
…
　
保
健
課

退
院
後
、
１
か
月
健
診
を
受
け
る
前

に
開
業
助
産
師
が
家
庭
を
訪
問
し
、
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や
相
談
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
助
成
な
ど
の
他
に
も

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
や
父
母
の
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
、
受
け
ら
れ
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
気
楽
に
相
談
や
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

ボランティアとの世間話が元気の素　新潟県中越大震災　（小千谷市　50代　男性）
　避難している間、体育館の中では調理できないので、外にテントを建てて、そこで全部煮炊きをして、
食事をつくりました。
　最初、村のお母さんたちが中心にやっていたところに、ボランティアさんがどんどん来てくれたわ
けです。お母さんたちが、これをしてくれ、あれをしてくれ、食事ができたら配ってくれ、終わった
のは洗ってくれとか言って、そういうやりとりの中でボランティアの人たちとだんだん打ち解けてい
きました。
　１日限りでなくて、何十日もいてくれた人も
いっぱいいました。食事の作業が終わると、火
を切らさないように外の焚き火にどんどんマキ
をくべて、みんな一緒に暖をとりながら世間話
をしました。知らない人だから気楽に話せるっ
てこともありますよね。
　特にお年寄りたちは、知らない人たちといろ
んな話をすることによって、恐怖心が徐々に消
え、元気が出てくるようでした。とにかく、人
がいっぱいいると賑やかなんですね。そんなこ
と、都会では当たり前かも知れないけれど、山
間地はふだんあまりひと気がないわけなんです。

日前日前

　

市
で
は
、
全
て
の
該
当
事
業
主
に
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
所
得

税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主
は
、

原
則
と
し
て
個
人
住
民
税
も
特
別
徴
収
義

務
者
と
し
て
特
別
徴
収
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。県
内
全
市
町
村
で
の
取
り
組
み
で
す
。

 

特
別
徴
収
と
は

　

事
業
主（
給
与
支
払
者
）が
所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
従
業
員
に
支
払

う
給
与
か
ら
本
人
の
個
人
住
民
税
を
天
引

き
し
、市
に
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

 

税
額
の
計
算
は
不
必
要

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
は
異
な
り
、
事

業
主
が
税
額
を
計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

市
が
、
毎
年
５
月
に
事
業
主
（
給
与
支

払
者
）
に
「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」

を
送
付
し
、
月
々
に
徴
収
を
す
る
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
税
額
を
毎
月
の
給

与
か
ら
徴
収
し
、
翌
月
10
日
ま
で
に
市
へ

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

納
税
義
務
者
本
人
の
負
担
が
軽
減

・
普
通
徴
収
の
納
税
回
数
は
年
４
回
で
す

が
、
特
別
徴
収
は
年
12
回
な
の
で
、
１

回
あ
た
り
の
納
税
負
担
額
が
軽
く
な
り

全
て
の
該
当
事
業
主
に
個
人

住
民
税
の
「
特
別
徴
収
」
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
　

平
成
26
年
度
〜

【
問
合
せ
】
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

ま
す
。

・
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
に
出
向

き
、
納
税
す
る
手
間
が
省
け
ま
す
。 

・
納
期
限
を
気
に
す
る
必
要
や
、
延
滞
金

発
生
の
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

特別徴収による納税のしくみ

市役所
会社・お店

給
与
支
払
者

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

給
与
所
得
者

（
納
税
義
務
者
）

従業員
①給与支払報告書の提出
　（1月31日まで）

②特別徴収税額の通知
　（5月中旬）

⑤個人住民税の納付
　（翌月の10日まで）

※納期の特例あり

③個人住民税額の通知
　（5月31日までに）

④給与支払いの際に、
　個人住民税を徴収
　（6月～翌年5月の
　　給与支払日）
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【問合せ】新潟県庁 情報政策課　☎025－280－5106（10月25日まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎080－8030－0755（26日・27日）   

ブロードバンド利活用セミナー
～ブログ・YouTube・Facebook 教室～

　10月27日（日）、魚沼サンティックスクールで、新潟県主催のブロードバンド利活用セミナーを開催します。
初心者大歓迎！インターネットを使って世界に情報発信したり、今話題のソーシャル・ネットワーキング・
サービス（SNS）で友達と交流してみませんか！？

※新規のブログ作成、Facebookのアカウント作成にはメールアドレスが必要です。会場で確認可能なメー
ルアドレスを用意ください。また、ウェブメールの閲覧にはログインパスワードが必要です。携帯電話の
メールアドレスでも構いません
日　時　10月27日（日）　午前の部 10：00～12：00【ブログ・YouTube教室】
　　　　　　　　　　　　午後の部 13：00～15：00【Facebook教室】
会　場　魚沼サンティックスクール
参加費　無料
定　員　10人（各講座とも先着順）※午前・午後の教室の両方に申し込むこともできます。
申込み　南魚沼市役所　情報管理室に電話かメールで名前、連絡先（電話番号、またはメールアドレス）、
　　　　希望の教室をお知らせください。
　　　　☎７７３－６６７８　電子メール：bb1027@city.minamiuonuma.lg.jp
　　　　※申込みにおける個人情報は、参加者名簿作成以外の目的には使用しません
締切り　10月25日（金）

　

住
宅
用
地
に
は
軽
減
措
置
が
あ
り
、
宅
地
の
固

定
資
産
税
が
最
大
６
分
の
１
、
都
市
計
画
税
は
最

大
３
分
の
１
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
土
地
を
所
有

し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
用
地
以
外
の
土
地
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合

②
家
屋
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
の
用
途
を
変
更
し

た
場
合
（
住
宅
兼
店
舗
の
店
舗
部
分
を
住
宅
に

し
た
・
店
舗
や
事
務
所
を
住
宅
や
物
置
に
し
た

な
ど
）

③
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
場
合
（
住
宅
用

地
の
一
部
を
貸
駐
車
場
に
し
た
な
ど
）

※
住
宅
用
地
と
は
、
住
宅
と
し
て
使
用
し
て
い
る

家
屋
の
敷
地
で
す
。
工
場
・
倉
庫
・
店
舗
・
事

務
所
な
ど
の
敷
地
は
該
当
し
ま
せ
ん

 

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

　

固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
で

課
税
し
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
そ
の
建
物
の
課

税
が
継
続
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

用
紙
の
請
求
先
と
提
出
先

　

本
庁
舎　

税
務
課　

資
産
税
班

　

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

宅
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
ら

手
続
き
を

【
問
合
せ
】
税
務
課
資
産
税
班

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

講　座　名

ブログ・
YouTube

（ユーチューブ）
教室

Facebook教室
（フェイスブック）

　　　　　　　　　　　　　　　内　　容
時間 10：00～12：00　講師 長岡技術科学大学 山﨑克之教授
・実際にブログを作って投稿します
・商売で利用する人も増えています
・YouTubeなどの効果的な活用方法を伝授！
時間 13：00～15：00　講師 新潟県立生涯学習推進センター 松井正和社会教育主事
・自分のアカウントを作って情報を共有できます
・個人情報の守る方法もわかって安心！
・楽しく友達とつながるための基本を伝授！

定員

10人

10人

参加者
募集！
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　大和病院

↑長岡
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上
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新
越
上
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　佐

　駅

シャトルバス発着所

八色の森公園
熱気球

まつり会場案内図

テント村

フリー
マーケット 

小千谷法人会大和地区会事業

（14：00開始予定）
12：00からステージ隣り
商工会テントで抽選券を

配布します

シャトルバスの案内
会場周辺の駐車場は大変混み合いま
す。車で来場する人は、大和庁舎駐車
場、または笹花石産様 工場跡地臨時
駐車場を利用ください。会場までシャ
トルバスで送迎します。ＪＲなどの公
共交通機関を利用する人は、浦佐駅東
口からご乗車ください。
会場周辺の道路や歩道・私有地に
は駐車しないでください。

●たこ焼 ●焼そば ●そば・うどん
●焼き肉 ●海鮮焼き ●志んこ餅
●かき氷 ●あんぼ ●農産物
●綿あめ ●チヂミ ●仙人鍋
●おこわ ●たい焼き ●各種飲み物
●バザー ●フリーマーケット

●消防車・救急車展示
●土木フェア
●ミニバイク試乗
●おもしろ科学実験

池田記念美術館　 当日入館無料
「音を楽しむ集い」　11：00～夕方
和太鼓・ギター・フルートの演奏会

第９回八色の森市民まつり第９回八色の森市民まつり■日時　10月13日（日）
　　　　10：00～15：30
■会場　奥レク都市公園「八色の森」

■主催：八色の森市民まつり実行委員会　■問合せ：商工観光課 ☎773－6665 ※内容を一部変更する場合があります

魚沼ダンス・フェスティバル

テント村

おたのしみ大抽選会
熱気球体験搭乗

子ども広場

秋の大空へ！
さわらび前で
開催！！

ごみ減量運動中！
マイバックを!!

子どもから大人まで！
いろんなジャンルを楽しめます！

案内図

北里学院 

歓迎アーチ 本部 
救護 

歓迎アーチ 

観覧席
（芝大広場） 

 

←
浦
佐

●ＪＡ魚沼みなみ 様 

●池田記念美術館 

↑
Ｒ
１7
浦
佐
バ
イ
パ
ス

↓

 → 

ＷＣ 

ＷＣ 
ＷＣ 

ＷＣ ＷＣ 
シャトルバス発着所

ステージ 

池 

池 

エコステーション

土木フェア・消防車などの展示
おもしろ科学実験
ミニバイク試乗 など

子ども広場

ＪＡ魚沼
みなみ
　● 

Ⓟ

Ⓟ池田記念●
美術館

南魚沼市役所
大和庁舎

笹花石産様
工場跡地

●ゆきぐに
　大和病院

↑長岡

↓
六日町

口
東

線
越
上

線
幹
新
越
上

浦

　佐

　駅

シャトルバス発着所

八色の森公園
熱気球

まつり会場案内図案内図

テント村

フリー
マーケット 

北里学院 

秋の大空へ！
さわらび前で
開催！！

ごみ減量運動中！
マイバックを!!
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参
加
料

無　料

200円

会員

一般

ディスポート南魚沼の筋力アップマシンは、油圧抵抗式マシンを導入しています。どなたでも簡単に利用い
ただけます。この機会にマシンの使い方を覚えてみませんか？

＊＊＊ ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会 ＊＊＊

●　日　時　10月14日（月・祝）12:00～13:30 
●　定　員　７人（事前申込みが必要です）
●　会　場　ディスポート南魚沼１Ｆ　トレーニングルーム
●　対　象　中学生以上
●　申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオルを用意ください

ディスポート南魚沼
10月の休館日

７（月）・21（月）・28（月）公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係
〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210定期休館日

に開館 ※６月から11月まで毎月１回、定期休館日に開館します。10月は15日（火）です。ご利用ください

　●　日　時　10月 27日（日）　8:10( 受付開始 )～ 13:30( 終了予定 )
　●　会　場　ディスポート南魚沼　プール
　●　締切り　10月 14日（月・祝）17:00 まで

健康づくりスイマーから競技スイマーまで、日頃の練習の成果を、記録で見てみませんか？
自分の記録に挑戦！目指せ自己新記録！　※競争ではありませんので、どなたでも参加できます

南魚スポーツバラダイス10周年記念
＊＊＊ 第17回　南魚沼市水泳記録会　参加者募集 ＊＊＊

申込み受付中!
詳細は申込書をご覧ください

※10月27日（日）は、水泳記録会のため、ディスポート南魚沼の一般利用は出来ません。ご了承ください

参加料 １種目 ２種目 ３種目

小 中 学 生

高校生・一般

300円

500円

600円

800円

800円

1,000円

【問合せ】商工観光課 観光交流班　☎773－6665　八海山ロープウェー　☎775－3311
八海山ロープウェー市民優待利用券・ナイトロープウェー市民優待料金

営業期間　11月10日（日）まで（グリーンシーズン）
営業時間　平日　　　　８：20 ～ 16：20（上り最終は16：00）
　　　　　土日・休日　８：00 ～ 17：00（上り最終は16：20）
　　　　　ナイトロープウェー　10月13日（日）、大煙火大会（城内花火）に合せて「ナイトロープ
　　　　　　　　　　　　　　　ウェー」を運行します。19：00 ～ 21：00（上り最終は20：40）
　　　　　※当日、市民優待券をお持ちいただくと、特別優待料金で利用できます
料　　金

※市民優待券をお持ちいただくと上記料金で利用出来ます
　（市民優待券１枚につき５人まで、他の割引と併用不可）
設置場所　本庁舎 市民課・商工観光課、大和・塩沢市民センター
　　　　　市民会館、塩沢公民館、大和公民館
　　　　　ディスポート南魚沼、城内開発センター

往復料金
一般料金
優待料金

ナイトロープウェー
特別優待料金

子ども（小学生以下）
９００円
６００円
５００円

大　人
１,８００円
１,２００円
１,０００円
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池田記念美術館
9：00～17：00（入館終了16：30）

南魚沼市民会館
受付8：30～17：15

10月の休館：毎週水曜日・1日(火)、3日(木)、31日(木)
780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp

￥一般500円／高校生以下（無料）
TEL FAX URL

10月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

「田中博之日本画展」

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

●  ● 展覧会 ●  ●

■期　間　10月４日（金）～ 29日（火）
　田中博之氏は日本画家で、小出郷文化会館開館
以来、日本画講座の講師を務めてきました。今回は東
京藝術大学博士課程在学中に取り組んだ国宝・富貴
寺板画の模写や、修了制作作品、最新作「銀嶺八海
山」などを展示します。

チェレステ楽団ライブ ～月ノ祈リ～
■期　日　10月19日（土）　19：00 ～
■料　金　1,700円

こども日本画教室 ～自分を描こう～
■期　日　10月14日（月・祝）　10：00 ～ 15：00
■料　金　1,000円
※会場、申込みは魚沼市小出郷文化会館
　☎０２５－７９２－８８１１

大人のムードで「音を楽しむ集い」
八色の森市民まつり無料コンサート

■期　日　10月13日（日）　11：00 ～ 16：00
■出　演　五日町こども太鼓くらぶ、魚沼吹奏楽団ほか
　みんなで歌えるフォークソングやフュージョンバンド、
三味線に二胡、フルートやピアノなど、気軽に音楽を楽
しみませんか。（当日は全館入館無料！）
※内容を変更する場合があります

スポーツカード展示室
続・日本プロ野球　未来への期待

■期　間　10月29日（火）まで
　「ＢＢＭ2013ベースボールカード１st ver」など、今年
の最新カードを一堂に展示します。

　テレビでもおなじみの青
島広志と南北魚沼のコー
ラスグループが一緒につく
る音楽会！

■日　時　11月４日
　　　　　（月・休日）
　　　　　開演13：30
　　　　　（開場13：00）
■会　場　市民会館
　　　　　大ホール
■出　演　青島広志・小野　勉（テノール）、
　　　　　地元コーラス団体
■料　金　一般2,000円、高校生以下1,000円、

未就学児無料（全席自由、当日500円増）
※市民会館、会館プレイガイドで発売中！

第16回南北魚沼コーラスフェスティバル
青島広志のおしゃべりコンサート～みんなでうたう音楽会～

　開館25周年記念のコンサートは、デビュー15周年を
迎えたMISIAの「星空のライヴ」を開催。
　MISIAの圧倒的な歌声と名曲をお楽しみください。
■日　時　11月27日（水）　開演19：00（開場18：00）
■会　場　市民会館　大ホール
　　　　　※チケットは完売しました

LAWSON presents
MISIA 星空のライヴⅦ -15th Celebration-

　池部良、三船敏郎、勝新太郎、田宮二郎、そして長
谷川一夫。個性豊かな男優たちの魅力あふれる作品
を上映します。
■日　時　12月14日（土）　10：30 ～
　　　　　12月15日（日）　10：30 ～
■会　場　市民会館　多目的ホール
■上　映　「暁の脱走」「隠し砦の三悪人」
　タイトル　「悪名」「雪乃丞変化」
■料　金　1,000円（２日間通し券、小学生以下無料）
　　　　　※前売り券はありません。当日券のみ市

民会館で販売します

平成25年度 優秀映画鑑賞推進事業
「時代を彩った名優たち」

田中博之
「一隅」

チェレステ楽団
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棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

トミオカホワイト美術館
9：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
9：00～17：00（入館終了16：30）

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

10月の休館：１日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内小中学生は無料）
FAXTEL

　棟方志功、葛飾北斎、加山又造、ピカソ、ユトリロな
どの作品から、「風景」をテーマに展示しています。
■期　間　11月24日（日）まで

第2期　「風景」

770-1173TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

￥一般500円／小中高250円

10月の休館：28日（月）～31日（木）
（展示入替え作業に伴う臨時休館）

TEL FAX783-4500 783-4883TEL FAX775-3646 775-3650
http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumikinenkanURL

今泉記念館・アートステーション今泉記念館・アートステーション
 常設展　◆「棟方志功の世界」
　「厳しい世界」を黒と白で表現した仏像板画など40
余点を展示しています。世界の美術ファンの心をとらえ
た「世界のムナカタ」作品を心ゆくまでお楽しみください。
 企画展　11月１日（金）～
◆「美人画 ―美しき黒髪―」
○展示作家　喜多川歌麿、歌川豊国、歌川国芳
　　　　　　竹久夢二、立石春美、月岡榮貴ほか
◆「― ノスタルジーと詩情 ― 福井良之助・西村龍
介・成田禎介 版画展」

10月は毎日開館します

「Bird Eye－バードアイ－＜海外編＞＆濃の墨絵展」

【10月の「市民無料の日」は、８日（火）、18日（金）、28日（月）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　11月25日（月）まで

　中国桂林市には南画の舞台となる奇峰が列をな
し、林立しています。天候に左右されることなく徹底的
に桂林を取材し描き出した、富岡独特の幽玄な世界を
ご覧ください。

桂林山水・空よりＡ

「牧之画廊」展の作品を募集！
　この地特有のせいがい造りで建てられた鈴木牧之
記念館や雪国特有の雁木、往時の宿場町を再現した
牧之通りの風景を描いてみませんか！
■題　材　鈴木牧之記念館（外観）、または牧之通り
■サイズ　四つ切、八つ切、Ａ３、Ｂ４のいずれか
■画　材　水彩絵の具、クレヨン、（色）鉛筆、サイン

ペンなど（油彩、ＣＧ、貼り絵などは不可）
■申込み　１人１点まで。作品の裏に名前、住所、電

話番号を記入してください。（児童・生徒
は、学校名と学年も記入のこと）

■受　付　10月２日（水）～ 11月11日（月）
記念館に提出してください（郵送可。作品
を折ったり、丸めたりしないこと）

※展覧会終了後、児童・生徒の作品は学校経由で返
却します。一般の作品は、丸めての郵送となります

「牧之画廊」展
　上記の展覧会です
■期　間　11月20日（水）～ 12月16日（月）
※南魚沼市民は無料です。ぜひご覧ください

ゆうあい号献血日程表（10月～平成26年２月）

あなたの愛の献血が
多くの人を救います
【問合せ】保健課　☎773－6811

期　日

※全て全血献血です。日程と会場が変更となる場合があります。
　１月と３月は休みとなります
　献血は皆さんの善意で成り立っています。多くの命を救うた
　めに協力をお願いします

会　場

10月６日（日）

10月22日（火）

11月８日（金）

12月８日（日）

12月10日（火）

２月27日（木）

六日町ふれあいまつり

南魚沼地域振興局
八海醸造㈱
市役所本庁舎

イオン六日町店

㈱セイタン
㈱関越イワサキ
南魚沼消防本部
JAしおざわ本所

時　間
10：00~12：00
13：00~15：00
9：30~11：30
14：00~16：00
9：30~12：00
10：00~11：45
13：00~15：30
11：30~12：30
14：30~16：00
9：30~11：30
13：15~15：30
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]
10
月
の
読
書
の
つ
ど
い

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
バ
ッ
ク
を　

　
　
　
　

作
ろ
う
!
」

●
日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
会
場　

南
魚
沼
市
図
書
館

●
テ
ー
マ　
「
た
べ
も
の
」

●
内
容　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
お
お
き
な
か
ぶ
」

　
　
　
　

工
作
：
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
バ

ッ
ク
作
り

※
持
ち
物　

黒
マ
ジ
ッ
ク

●
演
じ
手　

ふ
う
せ
ん
の
会

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
他　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

50
人　

※
参
加
無
料

●
申
込
み　

図
書
館
へ
電
話
を
く
だ

さ
い

※
当
日
も
受
け
付
け
し
ま
す

10
月
の
お
は
な
し
か
い

　

手
遊
び
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
、
楽
し
い
内
容
で

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
は
な
し
か
い
の
後
は
、
ぜ
ひ

図
書
館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
14
日
（
月
・
祝
）

　

幼
児
向
き
‥
‥
午
前
10
時
〜

　
小
学
生
向
き
‥
午
前
10
時
35
分
〜

●
会
場　

中
央
公
民
館　

和
室

●
対
象　

幼
児
か
ら
小
学
生
、
保

護
者

絵
本
の
へ
や

　

楽
し
い
絵
本
の
へ
や
に
、
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
？

●
期
日　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

※
10
月
16
日
は
お
休
み

●
会
場　

中
央
公
民
館　

和
室

●
対
象　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼
児

８
月
読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　
「
の
り
も
の
」
が
テ
ー
マ
の
読

書
の
つ
ど
い
で
し
た
。
劇
「
バ
ス

に
の
っ
て
」
で
は
、
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ふ
ん
す
る
う
さ
ぎ
や

パ
ン
ダ
、
リ
ス
の
登
場
に
会
場
は

大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

読
書
の
つ
ど
い
で
は
、
毎
回
、

八
海
高
等
学
校
の
生
徒
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。

 

今
回
は
高
校
生
の
感
想
を
紹
介

 

し
ま
す

◆
当
日
に
な
っ
て
着
用
す
る
着
ぐ

る
み
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
が
、
着
て
み
る
と
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆
着
ぐ
る
み
で
は
、
声
と
動
き
を

大
き
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
滅
多
に
で
き
な
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

◆
暑
く
て
動
き
づ
ら
い
着
ぐ
る
み

で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
見
て
く
れ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

10
月
テ
ー
マ
図
書
展
示

　

収
穫
し
た
も
の
が
と
て
も
美
味

し
い
季
節
で
す
。
図
書
館
で
は

「
食
」
の
本
を
集
め
て
テ
ー
マ
展

示
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ジ

ャ
ン
ル
の
「
食
」
の
本
を
紹
介
し

ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
様
子

　

全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
楽
し
く

あ
た
た
か
い
時
間
を
持
て
る
こ
と

を
願
い
、
一
人
ひ
と
り
の
赤
ち
ゃ

ん
に
、
絵
本
を
手
渡
し
す
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
で
す
。

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　

９
月
19
日
（
木
）
大
和
図
書
室

の
巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
図
書
館
の
蔵
書
か

ら
、
隔
月
１
０
０
冊
ず
つ
入
れ
替

え
て
い
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
次
回
塩
沢
図
書
室

は
10
月
17
日
（
木
）
に
入
れ
替
え

の
予
定
で
す
。

日
時　

10
月
11
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

大
和
公
民
館

内
容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、手
遊
び
、

歌
な
ど

対
象　

０
〜
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　

無
料
（
予
約
不
要
）

南魚沼市 火～日9:00～17:00（金のみ19:00まで）
 休館月（祝日の場合翌日）と17日木《図書整理日》
大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は

17:00まで）休館月（祝日の場合翌日）
塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日

は17:00まで）

南魚沼市 火～日9:00～17:00（金のみ19:00まで）
 休館月（祝日の場合翌日）と17日木《図書整理日》
大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は

17:00まで）休館月（祝日の場合翌日）
塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日

は17:00まで）
申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

10月の開館日時

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館

　
　

 

☎
7
7
3

－

6
6
1
0

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

『
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
』を

作
ろ
う
！
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【
問
合
せ
】社
会
教
育
課

　
　
　
　

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

2
1
9
7 11

記
念
ス
タ
ン
プ

　

旅
先
で
記
念
に
ス
タ
ン
プ
を
押

し
た
経
験
は
、多
く
の
人
が
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

古
い
絵
葉
書
の
中
に
は
、そ
の

絵
葉
書
に
ち
な
ん
だ
ス
タ
ン
プ

（
ゴ
ム
印
）が
押
さ
れ
て
い
る
も
の

を
見
か
け
ま
す
。町
史
編
さ
ん
の

た
め
に
お
借
り
し
た
資
料
の
中

で
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ン
プ
を
納

め
た
印
章（
ス
タ
ン
プ
）帖
に
出
会

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の

ス
タ
ン
プ
は
、博
覧
会
や
博
物
館

の
見
学
記
念
、観
光
記
念
に
押
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

明
治
10
年
こ
ろ
、日
本
で
は
、

初
め
て
ゴ
ム
製
の
ス
タ
ン
プ
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。初

め
は
、企
業
や
商
店
の
住
所
印
に

多
く
利
用
さ
れ
、明
治
後
半
に
な

る
と
博
覧
会
の
記
念
絵
葉
書
な

ど
に
、記
念
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ

た
も
の
が
見
え
始
め
ま
す
。そ
の

始
ま
り
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、現
在
ま
で
多
く
の
記
念
ス

タ
ン
プ
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
事
業
を
開
始
し
た

「
う
お
ぬ
ま
地
方
の
健
康
調
査
」

（
魚
沼
コ
ホ
ー
ト
研
究
）
は
、
普

段
の
生
活
パ
タ
ー
ン
と
健
康
状
態

と
の
関
係
を
調
べ
る
こ
と
で
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
や
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
原

因
、
健
康
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣

な
ど
に
つ
い
て
探
る
も
の
で
す
。昨

年
度
の
六
日
町
地
域
に
続
き
、今

年
度
は
、大
和・塩
沢
地
域
の
40
歳

以
上
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
健
診
会
場
で
は
、
市

の
実
施
す
る
健
診
を
受
診
し
た
人

に
試
料
（
血
液
・
尿
）
や
健
診
情

報
の
提
供
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
10
月
以
降
は
、
健
診
受
診
者

以
外
の
人
を
含
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
開
始
し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
い

た
だ
く
こ
と
で
、
精
度
の
高
い
研

究
が
進
み
、
最
終
的
に
は
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
い

た
人
に
は
、
新
潟
大
学
健
康
増
進

医
学
講
座
か
ら
、粗
品
と
と
も
に
、

食
生
活
の
分
析
結
果
、
今
後
10
年

間
の
循
環
器
疾
患
や
が
ん
の
リ
ス

ク
分
析
結
果
と
改
善
点
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
無
料
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

健
診
会
場
で
試
料（
血
液
・
尿
）

提
供
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
人
に

は
、
新
潟
大
学
健
康
増
進
医
学
講

座
が
、
健
診
と
は
別
項
目
の
尿
分

析
を
行
い
、
結
果
を
届
け
ま
す
。

　

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
本

事
業
を
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的

に
参
加
く
だ
さ
い
。

　

赤
十
字
救
急
法
養
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
程　

11
月
４
日
（
月
・
休
日
）・

９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）（
全

３
日
間
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
5
時

会
場　

塩
沢
公
民
館

料
金　

３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

締
切
り　

10
月
25
日
（
金
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い

　

昭
和
６
年
、逓
信
省（
当
時
の

郵
便
事
業
担
当
省
庁
）に
よ
り
、

郵
便
局
で
使
用
す
る
消
印
の一つ

に「
風
景
印
」が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。多
く
の
観
光
地
の
郵
便
局
で

は
、観
光
客
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
風

景
印
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

デ
ザ
イ
ン・形
状
の
多
様
さ
か
ら

人
気
が
高
く
、現
在
で
も
多
く
の

郵
便
局
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
地
で
も
同
様
に
記
念
ス
タ
ン

プ
が
、駅
で
は
通
称「
駅
ス
タ
ン

プ
」が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
、ス
タ
ン
プ
の
情
報

交
換
、効
率
的
な
収
集
を
目
的

に
、愛
好
家
に
よ
っ
て「
日
本
ス
タ

ン
プ
協
会
」が
組
織
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
こ
ろ
に
銀
座
の
デ
パ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
た「
ス
タ
ン
プ
展
覧

会
」に
は
、数
万
人
が
押
し
寄
せ

た
と
の
逸
話
も
残
さ
れ
、ス
タ
ン

プ
収
集
は
大
き
な
流
行
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
流
行
で
、ス
タ
ン
プ
は
観

光
地
だ
け
で
な
く
、大
企
業
か
ら

町
の
商
店
ま
で
も
が
作
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。社
名
や
看
板
商

品
を
図
柄
に
取
り
入
れ
、広
告
の

一つ
と
し
て
の
役
目
も
持
って
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、戦
争
に
よ
り
物
資
が

不
足
し
、ゴ
ム
の
使
用
も
制
限
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、次
第
に
流
行
は

終
わ
り
を
迎
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

戦
後
に
は
、再
び「
風
景
印
」

「
駅
ス
タ
ン
プ
」も
作
ら
れ
、最
近

で
は「
道
の
駅
」ス
タ
ン
プ
も
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

　
戦
前
の
南
魚
沼
の
ゴ
ム
印

　
塩
沢
駅

八
海
登
山
城
内
口

越
後
浦
佐
毘
沙
門
堂

赤
十
字
救
急
法
養
成
講
習
会

【
問
合
せ
】

　

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
行
方
）

　
　
　

☎
７
７
３

－

６
９
１
１

う
お
ぬ
ま
地
方
の
健
康
調
査

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を
〜

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　

医
療
対
策
室

　
　
　

☎
７
７
３

－

６
７
０
６

て
い
し
ん
し
ょ
う

昭和11年に押されたもの
で、塩沢の名物（スキー、越
後上布、ハッカ）がデザイン
されています

昭和10年に押されたもの
で、八海山と八海神社（鳥
居、杉並木、社）がデザイン
されています

昭和初期に押されたもの
で、境内の欅から覗く毘
沙門堂がデザインされて
います
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今
回
が
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
紹
介
し
た
市
の
現
状
と
問
題
点
を

お
さ
ら
い
し
ま
す
。

　 

生
活
習
慣

①
太
り
や
す
い
食
生
活
を
し
て
い
る

　
　
　
　
　

1
位
/
30
市
町
村
中

②
定
期
的
な
運
動
習
慣
が
あ
る

　
　
　
　
　

22
位
/
29
市
町
村
中

③
日
常
的
な
身
体
活
動
が
あ
る

　
　
　
　
　

25
位
/
29
市
町
村
中

④
喫
煙
習
慣
が
あ
る

　
　
　
　
　

1
位
/
30
市
町
村
中

⑤
毎
日
飲
酒
習
慣
が
あ
る

　
　
　
　
　

1
位
/
30
市
町
村
中

 

住
民
健
診
の
結
果

・
男
性
は
20
代
か
ら
肥
満
に
伴
い
、
血

圧
・
脂
質
異
常
が
増
え
る

・
男
女
と
も
年
齢
が
上
が
る
と
と
も
に
、

血
圧
・
血
糖
の
異
常
が
増
え
る

 

医
療
の
か
か
り
方

　

高
血
圧
や
高
血
糖
に
よ
る
外
来
通
院

の
費
用
は
少
な
く
、
脳
や
心
臓
・
腎
臓

な
ど
、
重
症
化
し
た
血
管
の
病
気
に
よ

る
入
院
費
用
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　

健
診
結
果
な
ど
か
ら
、
南
魚
沼
市
民
に

は
、
動
脈
硬
化
を
進
め
る
よ
う
な
生
活
を

続
け
る
人
や
、
健
診
結
果
で
医
療
機
関
の

受
診
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
重
い
症
状
が

出
て
か
ら
受
診
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
診
療
や
経
過
観
察
を

受
け
な
い
た
め
に
、
血
管
が
集
中
し
て
い

る
心
臓
、脳
や
腎
臓
が
、数
年
を
経
て
障
が

い
を
受
け
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
か

ら
は
、「
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
」

「
症
状
が
出
な
い
う
ち
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
」
が
、
大
切
で
あ
る
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
全
身
に
は
す
み
ず
み
に
ま
で

血
管
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
体
を
自
分

で
守
る
た
め
に
、
全
身
に
あ
る
血
管
を
健

康
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
宅
に
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
か
？

手
軽
に
測
れ
る
「
３
つ
の
健
康
測
定
器
」

◆
体
重
計

　

摂
取
カ
ロ
リ
ー
と
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
差

が
、
体
重
の
増
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

適
正
体
重
＝
身
長
（
m
）
×
身
長
（
m
）
× 

22
（
標
準
体
重
±
10
％
が
適
正
範
囲
内
、

計
算
に
お
け
る
身
長
は
小
数
点
２
桁
：
１

６
５
㎝
↓
１
・
65
）

◆
体
温
計

　

体
温
が
低
す
ぎ
て
も
高
す
ぎ
て
も
人
間

の
身
体
は
う
ま
く
働
き
ま
せ
ん
。
体
調
が

悪
い
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平
熱
も

測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
血
圧
計

　

水
圧
が
高
い
時
の
ホ
ー
ス
の
よ
う
に
、

高
い
血
圧
は
血
管
を
硬
く
し
、
破
れ
や
す

く
し
ま
す
。
高
血
圧
と
な
っ
て
も
症
状
を

自
覚
し
に
く
い
た
め
、
普
段
か
ら
血
圧
を

測
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
　

血
圧
の
正
し
い
測
り
方

　

血
圧
は
食
事
や
運
動
、
入
浴
、
喫
煙
、

飲
酒
、
不
眠
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
影
響
を

受
け
、
変
動
し
ま
す
。
血
圧
は
常
に
変
動

し
て
い
る
た
め
、
何
度
測
っ
て
も
同
じ
値

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
夜
、
寝
て
い
る
間
に

下
が
り
、
起
床
前
に
身
体
を
活
動
さ
せ
よ

う
と
急
激
に
上
が
る
人
も
い
ま
す
。逆
に
、

夜
間
の
安
静
時
に
高
い
人
も
い
ま
す
。
あ

な
た
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
で
し
ょ
う
か
。

●
　

測
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

　

朝
と
夜
の
２
回
測
定
が
お
す
す
め
で
す
。

　　
朝　　
・
起
き
て
か
ら
な
る
べ
く
早
く

　
　

・
排
尿
を
済
ま
せ
て
か
ら

　
　

・
食
事
の
前

　
　

・
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
は
内
服
前

　

夜　　
・
食
事
、
運
動
、
入
浴
後
は
30
分
以

上
あ
け
て
か
ら

　
　

・
安
静
に
し
て
か
ら

　
　

・
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
は
内
服
後

　　

自
分
で
血
圧
を
測
り
、
時
間
と
値
を
記

録
す
る
こ
と
が
、
全
身
に
張
り
め
ぐ
ら
さ

れ
た
血
管
を
守
る
第
一
歩
で
す
。

　

次
の
一
歩
は
、
健
診
結
果
を
毎
年
保
管

す
る
こ
と
で
す
。
健
診
結
果
が
過
去
か
ら

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
自
分
自
身

で
観
察
す
る
こ
と
も
自
分
の
血
管
を
守
る

力
強
い
生
活
習
慣
と
な
り
ま
す
。

　

自
動
車
の
車
検
の
よ
う
に
、
人
の
身
体

に
も
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

年
に
1
回
は
健
診
を
受
け
、
経
年
的
に
変

化
が
な
い
か
自
分
の
身
体
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健
診
結
果
か
ら
医
療

機
関
の
受
診
が
必
要
な
場
合
は
必
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
住
民
健
診
は
11
月
ま
で
で
す
。

が
ん
検
診
も
同
日
に
受
診
で
き
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
申
込
み
や
日
程
変
更
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

南
魚
沼
市
民
の
血
管
が
危
な
い
！

　
　
　
　
　

第
５
回（
最
終
回
）

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

6
8
1
1

シリーズ

知っていますか？血圧の基準値
拡張期血圧（mmHg）

90

85

80

125   130     140
収縮期血圧（mmHg）

受診が必要

健診の正常値
家庭血圧の
　正常値
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肺がん検診受診者数の推移

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000
H24年度H23年度H22年度H21年度H20年度

（人）

9,1619,161 8,8748,874
8,2898,289 8,2118,2118,3168,316

受診者数

肺がん精密検査者数の推移
350

300

250

200

150

100

50

0
H24年度H23年度H22年度H21年度H20年度

（人）
328328

266266
235235 242242

173173

292292

232232
216216 214214

157157

3 4 5 5 5

要精検者数
精検受診数
がん発見数

ン
検
査
で
す
。
ま
た
、
問
診
で
次
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人
に
は
、
検
診
会
場

で
喀
痰
検
査
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
喀

痰
検
査
は
、
早
朝
に
採
取
し
た
３
日
分
の

痰
を
検
査
し
ま
す
。

・
50
歳
以
上
で
、
喫
煙
指
数
（
1
日
の
喫

煙
本
数

年
数
）
が
６
０
０
以
上
の
人

・
最
近
６
か
月
以
内
に
血
痰
の
あ
っ
た
人

・
重
ク
ロ
ム
酸
、
石
綿
な
ど
を
取
り
扱
う

業
務
や
鉱
業
の
従
事
職
歴
が
あ
り
、
職

業
性
肺
が
ん
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
人

　

65
歳
以
上
の
人
に
は
感
染
症
法
に
基
づ

き
、
年
１
回
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
40
〜

64
歳
の
人
は
、
義
務
が
な
い
た
め
、
検
診

に
対
す
る
意
識
が
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
肺

が
ん
や
結
核
の
早
期
発
見
の
た
め
、
年
に

１
回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
　

肺
が
ん

　

肺
が
ん
は
、
肺
の
気
管
、
気
管
支
、
肺

胞
の
一
部
が
、
が
ん
化
す
る
も
の
で
す
。

肺
が
ん
の
一
般
的
な
症
状
と
し
て
は
、
治

り
に
く
い
咳
、
血
痰
、
胸
痛
、
息
切
れ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

肺
が
ん
は
、
40
歳
代
後
半
か
ら
増
加
し

は
じ
め
ま
す
。
男
性
の
が
ん
死
亡
原
因
で

は
１
位
、
女
性
で
は
２
位（
平
成
23
年
）と

な
っ
て
い
て
、発
病
率
・
死
亡
率
と
も
に
、

女
性
よ
り
男
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
　

肺
が
ん
と
た
ば
こ

　

肺
が
ん
の
最
大
の
原
因
は
な
ん
と
い
っ

て
も
「
喫
煙
」
で
す
。
喫
煙
者
が
肺
が
ん

に
な
る
危
険
性
は
、
非
喫
煙
者
と
比
べ
、

男
性
で
４
・
８
倍
、
女
性
は
３
・
９
倍
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
か
ら
心

配
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

周
囲
に
流
れ
る
た
ば
こ
の
煙
を
吸
う
受
動

喫
煙
も
影
響
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夫
が
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
の
場
合
、
妻
の

肺
が
ん
の
危
険
性
は
２
〜
３
倍
上
昇
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
　

肺
が
ん
検
診

　

市
の
肺
が
ん
検
診
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

●
　

肺
が
ん
検
診
後
の
精
密
検
査

　

肺
が
ん
検
診
で
「
要
精
密
検
査
」
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
で

よ
り
詳
し
い
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
精
密
検
査
で
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

直
接
撮
影
や
Ｃ
Ｔ
検
査
、
細
胞
診
な
ど
の

検
査
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
市
の
検
診
で
は
、
１
５

７
人
が
精
密
検
査
を
受
け
、
５
人
に
肺
が

ん
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

症
状
が
な
い
う
ち
に
早
期
発
見
・
早
期

治
療
す
る
こ
と
で
、
が
ん
が
治
る
確
率
も

高
く
な
り
ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
」

と
受
診
を
先
送
り
せ
ず
に
、
必
ず
医
療
機

関
で
詳
し
い
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を
！

　

が
ん
検
診
は
対
象
年
齢
に
達
す
る
と
、

加
入
し
て
い
る
国
保
な
ど
の
医
療
保
険
に

関
係
な
く
、受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
40
歳
以

上
の
人
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
検
診
当
日

に
、
会
場
で
追
加
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

　

内
閣
府
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
が
ん

検
診
を
受
け
な
い
一
番
の
理
由
は
「
受
け

る
時
間
が
な
い
」
で
す
。
検
診
は
半
日
あ

れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
の
症

状
も
な
く
、
体
調
が
よ
い
と
思
っ
て
い
て

も
自
分
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
半
日
の

時
間
を
つ
く
り
、検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
11
月
ま
で
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

【
今
月
の
特
集
：
肺
が
ん
検
診
】

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

6
8
1
1
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『
き
の
こ
鑑
別
講
習
会
』
の
開
催

　

き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
す
る
た

め
に
、『
き
の
こ
鑑
別
講
習
会
』
を
開
催

し
ま
す
。
愛
好
家
の
人
、興
味
の
あ
る
人
、

お
い
し
い
き
の
こ
を
安
全
に
楽
し
む
た
め

に
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
９
日
（
水
）

　
　
（
受
付　

午
前
10
時
〜
）

　

・
き
の
こ
採
取　

午
前
10
時
30
分
〜

　

・
鑑
別
講
習
会　

午
後
12
時
40
分
〜

会
場　

五
十
沢
キ
ャ
ン
プ
場

参
加
費　

無
料

※
き
の
こ
汁
と
お
に
ぎ
り
の
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す

　

き
の
こ
採
取
の
で
き
る
服
装
で
参
加
く

だ
さ
い

問
合
せ　

南
魚
沼
食
品
衛
生
協
会

　

☎
７
７
３

－

２
１
２
７

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

6
8
1
1

秋

　

南
魚
沼
食
品
衛
生
協
会
は
、
消
費
者
に

安
全
・
安
心
な
食
品
の
提
供
と
、
地
域
の

食
品
衛
生
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

き
の
こ
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
の
発
生
防
止

の
た
め
に
、次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
食
用
と
正
確
に
判
断
で
き
な
い
き
の
こ

は
、絶
対
に「
採
ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」

「
人
に
あ
げ
な
い
」

・
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
伝
え
は
、
根
拠
の
な

い
迷
信
。「
柄
が
縦
に
さ
け
る
」「
虫
が

食
べ
て
い
る
」
き
の
こ
を
食
べ
て
食
中

毒
に
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

※
南
魚
沼
保
健
所
で
は
、
き
の
こ
の
鑑
定

や
、
チ
ラ
シ
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
（
☎
７
７
２

－

８
１
４
３
）

　

き
の
こ
は
発
生
す
る
時
期
や
場
所
に
よ

っ
て
、
形
状
や
色
が
異
な
り
ま
す
。
図
鑑

な
ど
の
写
真
だ
け
で
安
易
に
判
断
せ
ず
、

確
実
に
鑑
定
で
き
る
人
に
判
断
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

※
毒
き
の
こ
を
食
べ
て
食
中
毒
の
症
状
が

あ
っ
た
場
合
は
、
早
急
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い

食
の
安
心
・
安
全
・
五
つ
星
店

　

こ
の
制
度
は
、
食
品
営
業
者
が
食
品
衛

生
対
策
の
適
切
な
情
報
を
消
費
者
に
提
供

し
、
食
事
や
食
品
を
購
入
す
る
時
に
、
安

心
し
て
利
用
で
き
る
お
店
選
び
の
目
安
と

し
て
「
五
つ
星
の
プ
レ
ー
ト
」
を
店
頭
に

掲
示
す
る
も
の
で
す
。

　

参
加
店
を
随
時
募
集
中
で
す
。

五
つ
星
の
内
容　

従
事
者
の
健
康
管
理
・

食
品
衛
生
講
習
会
の
受
講
・
食
品
衛
生

管
理
の
記
録
・
衛
生
害
虫
な
ど
の
駆

除
・
食
品
賠
償
責
任
保
険
の
加
入

　

対
象
者
に
は
９
月
末
に
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
（
接
種
券
付
き
）」

を
送
付
し
ま
し
た
。

　

予
防
接
種
を
希
望
し
、
市
の
助
成
を
受

け
る
に
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
診
票
（
接
種
券
付
き
）」
が
必
要
で
す
。

　

接
種
時
に
、
予
診
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、医
療
機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
、
個
人
の
予
防
を
主

な
目
的
と
し
、
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

接
種
期
間　

10
月
１
日
（
火
）
〜

　

平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

※
接
種
後
の
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
の
期
間

を
考
慮
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

期
（
通
常
１
月
〜
２
月
ご
ろ
）
に
効
果

が
あ
る
よ
う
、
接
種
期
間
を
設
け
て
い

ま
す
。
期
間
後
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
予
診
票
（
接
種
券
付
き
）」

を
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

対
象
者　

・
接
種
す
る
日
に
65
歳
以
上
の

人
（
昭
和
24
年
２
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）

　

・
接
種
す
る
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
ま
た
は
呼

吸
器
の
機
能
に
日
常
生
活
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

機
能
に
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
（
い
ず

れ
も
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
人
、
ま

た
は
、
同
等
の
人
）

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　

６
月
１
日
現
在
で
75
歳
以
上
の
人
に
、

６
月
末
に
市
民
課
か
ら
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
券
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
併
用
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
肺
炎
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。

楽
し
く
学
ん
で
　
仲
良
く
つ
く
り

お
い
し
く
食
べ
よ
う
　
伝
え
た
い

南
魚
沼
の
恵
み

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

〜
費
用
の
一
部
を
市
が
助
成
〜

【
問
合
せ
】
保
健
課
母
子
保
健
班

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
８
１
１
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
10
月

11
日
（
金
）
に
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
確
認
く
だ
さ

い
。
今
回
の
支
払
い
は
６
〜
９
月

分
で
す
。

手
当
の
支
給
額
（
一
人
当
た
り
の

月
額
）

３
歳
未
満
の
児
童

一
律　

１
５
、
０
０
０
円

３
歳
〜
小
学
６
年
生
の
児
童

第
１
子　

１
０
、
０
０
０
円

第
２
子　

１
０
、
０
０
０
円

第
３
子
以
降　

１
５
、
０
０
０
円

中
学
生

一
律　

１
０
、
０
０
０
円

※
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
し
た

受
給
者
に
は
特
例
給
付
と
し

て
、
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
一

律
５
，
０
０
０
円
（
月
額
）
を

支
給
し
ま
す

　

市
で
は
、
住
宅
の
屋
根
除
雪
を

自
力
で
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
や
要
援
護
世
帯
に
対
し
、
除
雪

費
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

雪
下
ろ
し
可
能
な
屋
根
が
対
象

で
、
自
然
落
下
式
屋
根
や
融
雪
式

屋
根
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
に
な
る
世
帯

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
・
世
帯
主
が
身
体
障
害
者
手
帳

（
１
〜
４
級
）の
交
付
を
受
け
て

い
る
世
帯

・
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
の
み
の
世
帯

対
象
と
な
ら
な
い
世
帯

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

・
市
民
税
の
所
得
割
課
税
世
帯

・
親
族
な
ど
か
ら
こ
の
事
業
と
同

等
の
援
助
が
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
世
帯

・
所
得
税
な
ど
で
、
市
内
に
居
住

す
る
人
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て

い
る
人
が
い
る
世
帯

・
３
か
月
以
上
不
在
と
な
る
世
帯

利
用
限
度　

累
計
作
業
時
間
が
24

時
間
以
内

利
用
者
負
担　

１
時
間
当
た
り

４
０
０
円

申
込
み

昨
年
度
利
用
し
た
世
帯
…
民
生
委

員
が
訪
問
調
査
を
行
い
、
申
請

し
ま
す

新
た
に
希
望
す
る
人
…
福
祉
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

10
月
16
日
を「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

と
定
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
支

援
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感

謝
と
一
層
の
理
解
を
願
い
、除
草
・

清
掃
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
一
斉
に

実
施
し
ま
す
。

会
場　

六
日
町
・
五
日
町
・
魚
沼

丘
陵
駅
周
辺
、
ゆ
き
ぐ
に
大
和

病
院
・
大
和
庁
舎
周
辺
、
塩
沢

市
街
地
街
路
周
辺
、
越
後
湯
沢

駅
東
口
・
西
口
周
辺

 

会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
地
域
の
た
め
に
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

 

仕
事
承
り
ま
す

　

臨
時
、
短
期
、
仕
事
量
の
多
少
、

就
業
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら

ず
、
気
楽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い

ま
す
。
こ
の
子
ど
も
を
家
族
の
一

員
と
し
て
温
か
く
迎
え
入
れ
、
深

い
愛
情
と
理
解
を
も
っ
て
育
て
て

く
れ
る
人
を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　

10
月
を
「
里
親
月
間
」
と
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
、
里
親
制

度
を
理
解
し
、
里
親
と
な
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

里
親
の
種
類

　
　

養
育
里
親
、養
子
縁
組
里
親
、

親
族
里
親
、
専
門
里
親
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

里
親
に
支
給
さ
れ
る
費
用

　
　

国
の
定
め
る
基
準
で
、
里
親

手
当
、
生
活
費
、
教
育
費
、
子

ど
も
の
医
療
費
な
ど
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
里
親
の
種
類
、
子
ど

も
の
状
況
で
異
な
り
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は

　
　

里
親
制
度
へ
の
質
問
や
相
談

は
、
児
童
相
談
所
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
自
分
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ

な
い
」「
人
と
交
わ
る
の
が
怖
い
」

な
ど
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
と

感
じ
て
い
る
人
の
社
会
参
加
の
準

備
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
キ
ル
を
育
む
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
楽
し
み
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
感

じ
方
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
こ

れ
ま
で
と
違
う
自
分
に
出
会
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

期
間　

10
月
〜
３
月
（
月
２
回
開

催
、
全
12
回
）

・
10
月
の
予
定　

17
日
（
木
）、

　

31
日
（
木
）

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

対
象
年
齢　

16
〜
39
歳

講
師　

川
島　

崇
照
さ
ん
（
川
島

崇
照
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相

談
室
代
表
）

申
込
み　

不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

掲　示　板／市などからのお知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

10
月
16
日
は「
感
謝
の
日
」

【
問
合
せ・申
込
み
】

（
公
社
）南
魚
沼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２

－

４
９
７
３

若
者
支
援「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン・セ
ミ
ナ
ー
〜
自
分

探
し
の
旅
〜
」開
催

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

住
宅
除
雪
援
助
事
業

【
問
合
せ
】

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

10
月
は「
里
親
月
間
」で
す

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
児
童
相
談
所

☎
７
７
０

－

２
４
０
０

10
月
は
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す

【
問
合
せ
】

子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

☎
７
７
３

－

６
８
２
２
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医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
、
自

分
の
思
い
込
み
や
ち
ょ
っ
と
し
た

誤
解
で
、
治
療
を
長
引
か
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
上
手
に
受
診
す

れ
ば
、
体
調
は
き
ち
ん
と
回
復

し
、
必
要
以
上
の
医
療
費
が
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
機
関
の
受
診
や
、
薬
局
で

の
薬
の
調
剤
で
は
、
次
の
こ
と
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま

し
ょ
う

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
自

分
の
病
歴
や
健
康
状
態
な
ど
を
把

握
し
、
健
康
管
理
全
般
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
く
れ
る
医
師
の
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し

た
異
変
で
も
早
期
に
発
見
し
、
入

院
や
精
密
検
査
な
ど
が
必
要
な
場

合
は
、
適
切
な
病
院
や
専
門
医
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
大

き
な
病
院
よ
り
も
待
ち
時
間
が
短

い
な
ど
、
比
較
的
容
易
に
受
診
で

き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
自
分
や
家
族
の

健
康
管
理
に
努
め
、
少
し
で
も
体

調
に
異
変
を
感
じ
た
ら
、
早
期
に

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
受
診
す
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
大
き
な
病
院
で
の
初
診
の
場

合
、「
か
か
り
つ
け
医
」
な
ど

の
紹
介
状
が
な
く
受
診
す
る

と
、
特
別
料
金
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
医
師
や

薬
剤
師
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

受
診
の
疑
問
や
不
安
が
あ
る
と

き
は
、
相
談
や
質
問
を
し
、
不
安

を
解
消
し
た
上
で
治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
同
様
に
医
師
や

薬
剤
師
か
ら
の
質
問
に
も
隠
さ
ず

答
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

●
医
療
機
関
の
「
か
け
も
ち
」
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

に
か
か
る
と
、
医
療
費
が
増
え
る

だ
け
で
な
く
、
重
複
す
る
検
査
や

薬
で
、
体
に
悪
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時　

10
月
24
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー　

１
階　

相
談
室

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆

さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ

こ
も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ

い
か
気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄

り
の
も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」
な

ど
…

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど
に
、

専
門
医
（
精
神
科
）
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

南
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康

福
祉
環
境
部

費
用　

無
料

申
込
み　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
、
屋
根
除
雪
時
の
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
墜

落
防
止
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
、
死
亡
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
前
に
、

命
綱
（
安
全
帯
）
取
付
け
設
備
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
屋
根
除
雪

を
業
者
に
委
託
す
る
場
合
も
、
墜

落
防
止
措
置
の
徹
底
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　

交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
目
的

に
六
日
町
地
区
交
通
事
故
防
止
市

民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
35
回
目

と
な
る
記
念
大
会
で
、
ど
な
た
で

も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

北
辰
小
学
校　

体
育
館

式
典　

優
良
運
転
者
表
彰
、
大
会

決
議
提
唱
ほ
か

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

午
後
２
時
20

分
〜　

漫
談
（
中
野
小
路
た
か

ま
ろ
）、
踊
り
（
野
の
百
合
保

育
園
・
め
ぐ
み
野
保
育
園
の
園

児
）、
演
奏
（
北
辰
小
学
校
辰

の
子
リ
コ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
）

　

高
齢
者
に
起
き
る
交
通
事
故

は
、「
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
」「
自

宅
近
く
」「
道
路
横
断
中
」
に
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
横
断

後
半
に
左
か
ら
近
づ
い
て
く
る
車

両
に
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　
『
ひ
ろ
げ
よ
う　

長
寿
社
会
へ　

無
事
故
の
輪
』

期
間　

10
月
1
日
（
火
）
〜
31
日

（
木
）

運
動
の
重
点

●
道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
の
徹

底
●
夜
光
反
射
材
の
活
用

●
早
め
の
車
両
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

上
向
き
・
下
向
き
の
こ
ま
め
な

切
替
え

市などからのお知らせ／掲　示　板

心
の
健
康
相
談
会

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

上
手
に
医
者
に
か
か
り
ま
し
ょ
う

〜
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
〜

【
問
合
せ
】

市
民
課
国
保
年
金
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

屋
根
除
雪
事
故
防
止

〜
早
め
に
冬
の
準
備
を
〜

【
問
合
せ
】

小
出
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
５

－

７
９
２

－

０
２
４
１

第
35
回
六
日
町
地
区

交
通
事
故
防
止
市
民
大
会

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
７
２

－

２
５
４
１
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市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

に
、「
市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０

１
４
」
を
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
の
協
働
で
平
成
26
年
３
月
に

発
行
し
、
市
内
の
全
世
帯
に
配
布

予
定
で
す
。

　

発
行
に
関
す
る
作
成
費
用
は
、

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
集
め

る
広
告
収
入
で
賄
い
ま
す
。
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
10
月
か
ら
同

社
の
担
当
者
が
、
市
章
（
市
の
マ

ー
ク
）の
入
っ
た
名
刺
を
携
え
て
、

広
告
掲
載
の
案
内
に
伺
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
事
業
に
、
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
は

　

く
ら
し
の
便
利
帳
と
し
て
、
市

民
向
け
に
窓
口
業
務
や
各
種
手
続

き
案
内
な
ど
の
行
政
情
報
を
ま
と

め
た
冊
子
で
す
。

 

共
同
発
行
事
業
者

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
長
岡
支
店

〔
長
岡
市
台
町
１

－

８

－

26
〕

☎
０
２
５
８

－

３
４

－

９
７
７
７

　

若
い
人
た
ち
の
意
見
・
提
案
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
機
会
を
増
や

す
た
め
に
、
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議
」。

「
人
口
減
少
・
将
来
の
担
い
手
づ

く
り
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
２

回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。
30
年
後
の
南
魚
沼
市
が

「
ど
ん
な
ま
ち
に
な
る
と
い
い
か

な
」を
さ
ら
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ほ
か
の
人
が
ど
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
興
味
が
あ
る
だ
け

の
人
の
参
加
も
大
歓
迎
。

　

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー　

２
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
資
格　

45
歳
以
下
の
人
（
市

内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
）

参
加
費　

無
料

定
員　

40
人

締
切
り　

11
月
５
日
（
火
）

　
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
９
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
の
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

●
放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
、
敬
称
略
、
10
月
７
日

（
月
）
か
ら
放
送
予
定
）

岡
村
雅
夫
、
若
井
達
男

牧
野　

晶
、
中
沢
俊
一

関　

昭
夫
、
佐
藤　

剛

小
澤　

実
、
山
田　

勝

腰
越　

晃
、
岩
野　

松

塩
谷
寿
雄
、
樋
口
和
人

笛
木　

晶
、
中
沢
一
博

林　

茂
男
、
寺
口
友
彦

鈴
木　

一
、
黒
滝
松
男

桑
原
圭
美
、
井
上
智
明

関　

常
幸
、
松
原
良
道

期
日　

10
日
27
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
８
時
30
分

※
当
日
の
参
加
も
可
能

集
合
場
所　

三
国
川
ダ
ム
管
理
所
前

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
中
学

生
以
下
５
０
０
円
、
ダ
ム
カ
レ

ー
・
保
険
を
含
む
）

※
雨
天
の
場
合
は
ダ
ム
探
検
ウ
ォ

ー
ク
に
変
更
し
ま
す

　

市
で
は
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

見
守
り
支
援
体
制
の
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
が
徘
徊
し
、行
方
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
を
想
定

し
た
捜
索
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　

10
月
22
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
こ
こ
ろ
の
杜
」
を
中
心
と
し

た
上
町
周
辺

※
当
日
、
上
町
１
丁
目
周
辺
は
、

人
や
車
の
出
入
り
が
増
え
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

訓
練
を
見
学
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
連
絡
を
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
高
齢

者
虐
待
防
止
を
テ
ー
マ
に
「
ご
近

所
安
心
見
守
り
隊
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
に
な
る
よ
う
、
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
で
す
。

日
時　

10
月
30
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

　

健
友
館
２
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
演　

高
齢
者
虐
待
を
防
止
す
る

た
め
に
地
域
住
民
が
で
き
る
ポ

イ
ン
ト
（
日
本
社
会
事
業
大
学

専
門
職
大
学
院　

准
教
授　

矢

部　

正
治
氏
）

※「
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
」、
市

職
員
に
よ
る
市
の
高
齢
者
虐
待

対
応
状
況
説
明
も
行
い
ま
す

締
切
り　

10
月
21
日
（
月
）

掲　示　板／市などからのお知らせ

し
ゃ
く
な
げ
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク

【
問
合
せ・申
込
み
】

し
ゃ
く
な
げ
湖
畔
を
楽
し
む
会

（
し
ゃ
く
な
げ
湖
畔
開
発
公
社
）

☎
７
７
４

－

２
２
０
０

ご
近
所
安
心
見
守
り
隊
講
座

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議

参
加
者
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

企
画
政
策
課

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

９
月
定
例
会『
一般
質
問
』

〜
議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程
〜

【
問
合
せ
】議
会
事
務
局　

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

認
知
症
所
在
不
明
者
の
捜
索
訓
練

〜
六
日
町
地
域
〜

【
問
合
せ
】

介
護
保
険
課

六
日
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

〜
官
民
協
働
に
よ
る

　
　

く
ら
し
の
便
利
帳
〜

市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行
へ

【
問
合
せ
】

秘
書
広
報
室

☎
７
７
３

－

６
６
５
８
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子
育
て
の
『
わ
』（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！
気
楽
に
参
加
し

て
ね
。
初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の

人
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、
み
ん

な
大
歓
迎
で
す
！

 

合
同
学
級

日
時　

10
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜
）

会
場　

二
日
町
体
育
館

内
容　

秋
だ
！
祭
り
だ
！
わ
っ
し

ょ
い
わ
っ
し
ょ
い
！
ど
ん
な
お

店
が
な
ら
ぶ
か
な
？！

大
巻
地
区
第
２
回「
そ
だ
ち
学
級
」

日
時　

10
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

　
（
受
付　

午
前
９
時
45
分
〜
）

会
場　

大
巻
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ｄ
ｅ
ミ
ニ
ミ

ニ
う
ん
ど
う
会
（
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
も
あ
り
ま
す
）

城
内
地
区
第
２
回「
そ
だ
ち
学
級
」

日
時　

10
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜
）

会
場　

城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容　

み
ん
な
で
お
絵
か
き
！

※
城
内
地
区
育
成
会
の「
育
成
祭
」

と
同
時
開
催
！

 

共
通
事
項

対
象　

０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど

※
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

料
金　

無
料
（
保
険
料
と
し
て
一

人
10
円
を
負
担
願
い
ま
す
）

申
込
み　

不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
住
ま
い

と
違
う
地
区
に
も
参
加
可
能
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い

　

新
潟
県
で
は
、
就
学
・
就
職
の

問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で

ひ
き
こ
も
り
、
悩
ん
で
い
る
人
や

家
族
が
、
地
域
で
必
要
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
「
新
潟
県
ひ

き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
お
悩
み
の
人

は「
ひ
き
こ
も
り
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

に
電
話
で
相
談
く
だ
さ
い
。

窓
口　
ひ
き
こ
も
り
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
２
５

－

２
８
４

－

１
０
０
１

【
相
談
専
用
番
号
】

　

受
付
時
間
：
月
曜
〜
金
曜
（
祝

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
職
員
が
対
応
し
、
相
談
は
無

料
で
す

　

困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者

へ
の
支
援
と
し
て
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
心
理
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　

発
達
障
が
い
・
不
登
校
・

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩

み
の
当
事
者
と
家
族

日
時　

10
月
21
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

会
場　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー　

相
談
室

※
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す

　
「
こ
の
頃
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な

っ
た
」「
人
か
ら
同
じ
話
を
繰
り

返
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
」「
自

分
は
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
」
な

ど
、
不
安
や
あ
せ
り
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

講
演
を
聴
け
ば
、
脳
を
若
く
保

つ
方
法
が
わ
か
り
ま
す
。
大
勢
の

人
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付　

９
時
30
分
〜
）

演
題　
『
脳
の
老
化
ス
ト
ッ
プ
！

〜
脳
を
若
く
保
つ
方
法
と
は
〜
』

会
場　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

　

健
友
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

院
長　

宮
永　

和
夫

参
加
費　

無
料

締
切
り　

10
月
18
日
（
金
）

日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
（
開
場　

午
後
１
時
）

会
場　

南
魚
沼
市
民
会
館

　

大
ホ
ー
ル

料
金　

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下

は
無
料
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
六
日
町
市
民
会

館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
さ

わ
ら
び
、
塩
沢
公
民
館
で
販
売

出
演
者　

六
日
町
高
等
学
校
、
城

内
・
大
和
・
大
巻
中
学
校
、
三

用
小
学
校
の
生
徒
と
児
童

曲
目　

名
探
偵
コ
ナ
ン
、
ロ
マ
ネ

ス
ク
、
宝
島
な
ど

主
催　

南
魚
沼
市
中
高
合
同
吹
奏

楽
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

※
岸
本
祐
有
乃
さ
ん
は
、ウ
イ
ー
ン

国
立
音
楽
大
学
指
揮
科
を
卒
業

し
た
新
進
気
鋭
の
指
揮
者
で
す

後
援　

南
魚
沼
市
教
育
委
員
会

　

誰
で
も
で
き
る
空
手
流
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、
気
持
ち
よ
く
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
皆
で
楽

し
く
、
運
動
不
足
解
消
の
き
っ
か

け
に
！

日
時　

10
月
11
日
（
金
）

　

午
後
7
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

申
込
み　

不
要
（
参
加
費
無
料
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い

市などからのお知らせ／掲　示　板

心
理
相
談
室
の
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－
６
６
１
１

第
７
回
極
真
カ
ラ
テ
体
験
教
室

【
問
合
せ
】

極
真
会
館
六
日
町
道
場（
青
木
）

☎
０
８
０

－

４
０
５
１

－

４
１
０
８

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

う
つ・認
知
症
予
防
講
演
会
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

保
健
課

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

に
相
談
を
！

【
問
合
せ
】

新
潟
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
２
０
１

岸
本
祐
有
乃
＆
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

【
問
合
せ
】

ケ
ア
ハ
ウ
ス 

鈴
懸

☎
７
８
０

－

４
１
１
８

す
ず
か
け

ゆ　

り　

の
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今
回
は
、
み
ず
み
ず
し
い
秋
野

菜
を
使
っ
た
献
立
で
す
。
男
性
の

参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー　

き
の
こ
の
散
ら
し
ず

し
、
の
っ
ぺ
い
、
大
根
の
ハ
リ

ハ
リ
漬

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

日
時　

10
月
22
日
（
火
）

　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　

②
午
後
７
時
〜
９
時

締
切
り　

10
月
11
日
（
金
）

会
場　

塩
沢
公
民
館（
調
理
実
習
室
）

講
師　

木
村　

多
美
子
さ
ん

料
金　

７
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ

き
ん
、
台
ふ
き
、
持
ち
帰
り
用

の
容
器

定
員　

各
20
人

　

デ
リ
ケ
ー
ト
な
女
性
の
か
ら
だ

の
仕
組
み
や
自
分
で
で
き
る
セ
ル

フ
ケ
ア
を
学
ん
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
き
る
よ
う
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
更
年
期
世
代
か
ら
若
い
人

ま
で
、
年
代
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
講
師
は
、
女
性
の
産
婦
人
科

医
師
で
す
。

日
時　

10
月
29
日
（
火
）　

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

南
魚
沼
地
域
振
興
局　

講
堂

テ
ー
マ　

女
性
の
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス　

〜
こ
れ

か
ら
の
生
活
を
気
持
ち
よ
く
過

ご
す
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
〜

講
師　

高
木　

成
子
先
生

　
（
た
か
き
医
院
産
婦
人
科
医
師
）

締
切
り　

10
月
17
日
（
木
）

費
用　

無
料

※
女
性
限
定
で
す

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

募
集
作
品　

生
花
・
陶
芸
・
書
道
・

手
芸
・
絵
画
・
盆
栽
・
竹
わ
ら

細
工
ほ
か

※
絵
画
と
書
の
部
門
の
み
１
人
２

点
以
内

出
品
料　

無
料

締
切
り　

10
月
18
日
（
金
）

　

午
後
５
時

 

作
品
展
開
催

搬
入　

10
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
11
時

日
時　

・
10
月
27
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

・
28
日
（
月
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
・
29
日
（
火
）

　
　

午
前
９
時
〜
〜
正
午

会
場　

塩
沢
公
民
館　

講
堂
・
ロ

ビ
ー

入
場　

無
料

募
集
作
品　

絵
画
・
版
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
道
・
写
真
ほ
か

※
１
部
門
１
人
２
点
以
内

出
品
料　

一
般
１
部
門
１
点
５
０

０
円
、
高
校
生
以
下
１
部
門
１

点
３
０
０
円
（
２
点
目
は
プ
ラ

ス
１
０
０
円
）

 

作
品
展
開
催

受
付
・
搬
入　

10
月
31
日
（
木
）

午
後
４
時
〜
６
時
30
分

日
時　

11
月
１
日
（
金
）
〜
４
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
で
終
了
）

会
場　

塩
沢
公
民
館　

講
堂

入
場　

無
料

　

民
事
と
家
事
の
紛
争
の
解
決
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
調
停
制
度
利

用
に
関
す
る
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

柏
崎
市
産
業
文
化
会
館　

２
階
〔
柏
崎
市
駅
前
２

－

２

－

45
〕

相
談
内
容　

交
通
事
故
、
金
銭
、

土
地
・
建
物
、
公
害
、
家
庭
の

問
題

相
談
担
当
者　

新
潟
地
方
裁
判
所

所
属
調
停
委
員
、
新
潟
県
家
庭

裁
判
所
所
属
調
停
委
員

主
催　

公
益
財
団
法
人
日
本
調
停

協
会
連
合
会
、
新
潟
県
調
停
協

会
連
合
会

　

南
魚
沼
市
消
防
団
で
は
、
秋
季

連
合
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
を
ぜ
ひ
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

10
月
13
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
20
分

会
場　

六
日
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
雨
天
時
は
六
日
町
中
学
校

体
育
館
）

※
当
日
は
、
午
前
７
時
に
サ
イ
レ

ン
や
半
鐘
が
鳴
り
ま
す
。
火
災

と
間
違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す

　

南
魚
沼
市
消
防
団
で
は
、
来
年

の
４
月
１
日
に
女
性
部
が
誕
生
し

ま
す
。
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
や

優
し
さ
を
生
か
し
て
、
消
防
団
活

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
あ
な
た
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

所
属　

南
魚
沼
市
消
防
団
本
部
付

の
女
性
部

活
動
内
容　

高
齢
者
世
帯
の
防
火

訪
問
、
防
火
広
報
や
応
急
手
当

の
普
及
活
動
な
ど

※
条
例
に
基
づ
き
、
報
酬
・
報
償

を
支
給
し
ま
す

　

活
動
服
、
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
な

ど
を
貸
与
し
ま
す

掲　示　板／市などからのお知らせ

調
停
相
談
会
開
催

〜
秘
密
厳
守
〜

【
問
合
せ
】

長
岡
地
区
調
停
協
会

☎
０
２
５
８

－

３
５

－

２
１
４
１

女
性
に
向
け
た
健
康
講
演
会
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

秋
季
連
合
消
防
演
習

【
問
合
せ
】

消
防
本
部
消
防
団
係

☎
７
８
２

－

０
８
６
０

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集
中

【
問
合
せ・申
込
み
】

大
和
公
民
館

☎
７
７
７

－

４
６
７
１

第
34
回
塩
沢
美
術
展
開
催

〜
作
品
募
集
〜

【
問
合
せ
】

塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２

－

０
１
０
０

高
齢
者 

趣
味
の
作
品
展
開
催

〜
作
品
募
集
〜

【
問
合
せ
】

塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２

－

０
１
０
０

女
性
消
防
団
員
募
集
！

〜
女
性
部
が
誕
生
〜

【
問
合
せ
】

消
防
本
部
消
防
団
係

☎
７
８
２

－

０
８
６
０
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10月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

5日

12日

19日

26日

4日

11日

18日

25日

3日

10日

17日

24日

31日

2日

9日

16日

23日

30日

1日

8日

15日

22日

29日

7日

14日

21日

28日

午前 午後

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
髙橋（正）

高橋（聡）
髙橋（正）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

福本

寺田

福本

寺田

寺田

高橋（聡）

中山

高橋（聡）

中山

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

風間

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

薄田

福本

堀内

福本

休診

休診

休診

休診

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

6日

13日

20日

27日

休診

休診

休診

休診

休　診
（体育の日）

受付・診療時間

福本

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

市などからのお知らせ／掲　示　板

今
年
で
23
回
目
を
迎
え
る
『
さ

わ
ら
び
』
音
楽
祭
。
魚
沼
地
域
の

音
楽
愛
好
者
の
発
表
会
で
す
。

コ
ー
ラ
ス
、
ア
カ
ペ
ラ
、
オ
カ

リ
ナ
、
吹
奏
楽
な
ど
、
身
近
な
人

や
小
・
中
・
高
校
生
の
心
の
こ
も

っ
た
歌
や
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
時

10
月
20
日
（
日
）

午
後
１
時
〜

（
開
場

午
後
０
時
30
分
）

会
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

『
さ
わ
ら
び
』

入
場
料

無
料

「
八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
」
の

会
場
で
、
土
木
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

「
平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島

豪
雨
」
の
被
害
と
復
旧
状
況
や
土

木
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
、
土

石
流
３
Ｄ
映
像
装
置
、
建
設
機
械

の
乗
車
体
験
、
風
船
・
花
の
種
子

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
時

10
月
13
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場

八
色
の
森
公
園

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
５
月
〜
10
月

の
毎
月
第
４
土
曜
日
の
午
前
６
時

か
ら
１
時
間
程
度
、
六
日
町
大
橋

付
近
の
河
川
敷
で
草
刈
り
、
花
壇

の
草
取
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

傷
害
保
険
な
ど
の
加

入
は
な
い
の
で
、
個
人
責
任
で

参
加
で
き
る
人

10
月
の
活
動

10
月
26
日
（
土
）

午
前
６
時
〜
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

小
林
正
茂
氏
の
個
展
、
中
山
正

氏
ほ
か
賛
助
作
品
出
品
、
思
い
出

の
版
画
集
「
版
画
集

雪
の
子
」

（
昭
和
28
年
〜
32
年
に
石
打
中
学

校
在
籍
者
で
制
作
）
再
刊
の
展
示

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
12
日
（
土
）
〜
14
日

（
月
・
祝
日
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
14
日
は
正
午
ま
で
）

会
場

塩
沢
公
民
館
ホ
ー
ル

入
場

無
料

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

【
問
合
せ
】

建
設
課
建
設
係

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

11
月
開
講
案
内

【
問
合
せ
】

魚
沼
サ
ン
テ
ィッ
ク
ス
ク
ー
ル

☎
７
７
２

－

４
５
５
４

F
A
X
７
７
８

－

１
１
５
８

「
さ
わ
ら
び
」音
楽
祭
開
催
！

【
問
合
せ
】

大
和
公
民
館

☎
７
７
７

－

４
６
７
１

土
木
フ
ェ
ア
を
開
催

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

地
域
整
備
部 

計
画
調
整
課

☎
７
７
２

－

３
９
７
５

版
画
集「
雪
の
子
」

再
刊
記
念
美
術
展

【
問
合
せ
】

事
務
局
佐
藤

☎
０
９
０

－

３
４
７
６

－

１
６
２
４

※受講料、詳細は問い合わせください

第１種電気
工事士実技

11/18～
　　12/6 月・水・金 9 18:30～

　21:20

簿 記 ２ 級 11/18～
　　2/17 月・水・金 35 18:30～

　21:20

コース名 期間 曜日 日数 時間帯
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みなみうおぬまニュースプラザ

　南魚沼市消防団は、
平成 23 年７月新潟・
福島豪雨災害での活
動によって、平成 25
年防災功労者内閣総
理大臣表彰を受賞し
ました。９月２日（月）、
総理大臣官邸で表彰
式典が行われ、貝瀬
悦夫団長が出席して
きました。

　９月１日（日）、浦佐温泉街をスタート・ゴールと
する第27回浦佐温泉耐久山岳マラソン・健康歩こう
大会が開催され、マラソンは約1,000人、歩こう大会
は約600人が参加しました。朝までの雨で、コースの
一部は濡れていたものの、気温が余り高くない曇り
空の下、選手はアップダウンの激しいコースを駆け
抜けていきました。
　１周21.0975kmのコースは、375mの高低差があり、
１度登って下り、再び登って最後に下るコースは、
マラソンとしてはもちろん、歩くだけでもハードな
コースです。この過酷なコースをマラソンで２周す
る鉄人も大勢いました。
　競技後にふるまわれる八色すいかは、今年も大好
評でした。

第27回浦佐温泉耐久山岳マラソンが開催されました
～健康歩こう大会も同時に開催～

南魚沼市消防団が
防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞

全国市町村教育委員会連合会などから表彰
遠山正雄さん〔余川本町〕前教育長
木村かすみさん〔浅地町〕前教育委員長

　遠山正雄さんと木村かすみさんは、長年にわたり
教育行政にご尽力いただき、その功績によって、全国
市町村教育委員会連合会と新潟県市町村教育委員会
連合会から、表彰されました。
　遠山正雄さんは、平成16年12月から８年間、教育長
を務められました。木村かすみさんは、平成16年12月
から８年間、教育委員として、そのうち平成21年12月
から２年間、教育委員長を務められました。

100歳　おめでとうございます
～９月16日（月）に表敬訪問した人の紹介～
【問合せ】福祉課 高齢福祉係　☎７７３－６６６７

八木 リツさん〔穴地〕 高橋 タカイさん〔新堀〕

角谷 悦さん〔上町1丁目２区〕 山口 センさん〔上町1丁目２区〕

久保田 ムツさん〔上町1丁目４区〕 目黒 賛平さん〔仲町〕

西方 ウメさん〔坂戸〕
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六日町

東口

市役所
本庁舎

休日救急
診療所 北

分
館公園

南魚沼市役所前

周辺
地図

ほ
広場
のぼの

■
発
行
日

　
2
0
1
3
年
1
0
月
1
日
　
第
1
0
7
号

■
発
　
行

　
南
魚
沼
市
　
〒
9
4
9
-6
6
9
6
 新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
1
8
0
-1
　
電
話
0
2
5
-7
7
3
-6
6
6
0
（
代
表
）

■
編
　
集

　
総
務
部
　
秘
書
広
報
室

●問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索

市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/
市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

日にち 行事名・時間・会場など

5●土

■ 時　間　9：30～15：30
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 10月21日（月）　10：30～
　支援講座「入園に向けて」講師：子育て支援センター長

「親子での遊び」「子育ての仲間同
士の情報交換」「育児相談」などに
ご利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７３－６８２２

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 10月17日（木）　10：30～
　支援講座「入園に向けて」講師：子育て支援センター長

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの方も利用できます

● 10月16日（水）　10：30～
　支援講座「入園に向けて」講師：子育て支援センター長
※どの会場にも参加できます。※予約は不要です。
※保険料として1人10円をお願いします。

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

10月5日～20日
ウェブサイト版

●人口 60,256人（先月比 －43）
●男 29,491人（先月比－26）●女 30,765人（先月比 －17）
●世帯数 19,553戸（先月比 －8）

市民の動き
（平成25年8月末日現在）

10月11日（金）　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター
10月21日（月）　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕
10月23日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660

）
■
編
　
集

総
務
部
秘
書
広
報
室

　晴れた日は、とても過ごしやすく、気持ちのよい季節となりまし
た。この時期は、スポーツや文化など、さまざまなイベントが開催
されます。私事ですが、４月に市報担当となってから、いろんなイ
ベントなどに取材に行かせてもらいました。大会の役員などで従事
している時とは違い、細部まで見ることができ、今まで気づかなか
ったことや新たな発見があり、とても新鮮な気持を持てました。
　肌寒くなる前のこのよい季節に、皆さんもいろんなイベントにぜ
ひお出かけください。

市
 報 OCTOBER

市
報み
な
み
魚
沼

2013.10
O
CTO
BER

10月 カレンダー

ほ
広場
のぼの

行政
困りごと
相談日

救急医療当番

編　集　後　記

◎休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
土曜の12:00～翌朝6:00と日曜・祝日の
6:00～翌朝6:00は、齋藤記念病院
☎773-5111で診療しています。
★市消防本部のテレホンガイド☎782-1991でも、
　その週の当番を確認することができます。
　（変更する場合があります。確認してからご利用ください。）
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃っているので、
夜間より適切な治療が行えます。できるだけ通常の診療時間内に受診し
ましょう。また、「かかりつけ医」を持ちましょう。かかりつけ医を持つと継
続して日常的な医療アドバイスを受けることができます。手術などで総
合病院の受診が必要になっても紹介状によりスムーズに受診できます。

※必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください

今月の表紙
　大原運動公園野球場建設現場。見学の最後に元気よくポーズを
決め、日本に９台しかないクレーン車と記念撮影。

読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館
青少年育成南魚沼市民会議
親子映画鑑賞会「おおかみこどもの雨と雪」
第1回目上映10：00～
第2回目上映13：30～
市民会館多目的ホール

12●土
心豊かな子育て教室「合同学級」
10：00～11：30　二日町体育館
大巻地区第２回「そだち学級」
10：00～11：20　大巻地域開発センター

11●金 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

13●日 城内地区第２回「そだち学級」
10：00～11：30　城内地域開発センター

25●金 第10回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階旧議場

31●木 市・県民税３期、国民健康保険税５期
納期限

中之島診療所内科

外科

13：30～16：00 782－0130
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

ゆきぐに大和病院 777－2111

米倉医院内科

外科

13：30～16：00 778－1121
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 六日町病院 77２－7111

六日町病院 77２－7111

風間内科医院内科

外科

13：30～16：00 ７82－6688
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 六日町病院 77２－7111

六日町病院 77２－7111

19日
 （土）

5日
 （土）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 773－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 77２－7111

6日
 （日）

12日
 （土）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 773－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 77２－7111

20日
 （日）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 773－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

14日
 （月・祝）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 773－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

13日
 （日）

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科


